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複
雑
化
す
る「
今
」に
迫
る
に
は
、
な
る
べ
く
多
種
多

様
な
ゲ
ス
ト
を
呼
ぶ
。
当
ク
ラ
ブ
が
近
年
、
力
を
入
れ
て

い
る
方
針
だ
。
11
月
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の「
時
の
人
」

が
次
々
と
登
場
し
、
ゲ
ス
ト
多
様
化
を
象
徴
す
る
１
カ
月

と
な
っ
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
関
連
の
大
ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
た
大
谷
翔
平
選

手
を
は
じ
め
、
農
協
改
革
で
は
齋
藤
健
農
林
水
産
大
臣
と

中
家
徹
Ｊ
Ａ
全
中
会
長
、
大
病
に
負
け
ず
新
作
を
完
成
さ

せ
た
大
林
宣
彦
映
画
監
督
、
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
難
民
で
は
グ
ラ

ン
デ
ィ
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
、
ト
ラ
ン
プ
来
日
で
は
ハ

ガ
テ
ィ
駐
日
米
大
使
な
ど
な
ど
。

　
そ
の
な
か
で
、
記
者
会
見
の
意
義
を
指
摘
し
た
発
言
が

心
に
残
っ
た
。

　「
透
明
性
と
い
う
の
は
一
方
的
に
発
信
す
る
だ
け
で
担

保
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
問
い
か
け
を

い
た
だ
き
、
そ
れ
に
お
答
え
す
る
機
会
を
持
つ
こ
と
で
私

た
ち
の
透
明
性
は
維
持
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
お
答

え
し
に
く
い
質
問
も
あ
り
、
私
も
困
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
今
後
も
多
く
の
問
い
か
け
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
」

　
発
言
者
は
就
任
間
も
な
い
更
田
豊
志
原
子
力
規
制
委
員

会
委
員
長
。
責
任
あ
る
立
場
の
人
た
ち
が
質
問
を
忌
避
し

が
ち
な
昨
今
だ
け
に
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
た
。

　
来
年
も
多
彩
な
ゲ
ス
ト
を
呼
び
、
社
会
の
透
明
性
維
持

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。

�

（
専
務
理
事
　
土
生
修
一
）

多
彩
な「
時
の
人
」、
続
々
登
場

野
球
選
手
か
ら
閣
僚
、
米
大
使
ま
で
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2017年を振り返っ て

　
日
ご
ろ
は
１
本
の
ニ
ュ
ー
ス
を
巡
っ
て
し

の
ぎ
を
削
る
記
者
た
ち
が
、
１
つ
の
記
者

会
見
の
実
現
に
向
け
て
人
脈
を
提
供
し
合

う
。
著
名
な
記
者
た
ち
が
知
恵
を
出
し
合

い
、
共
同
で
政
治
家
に
迫
り
討
論
会
を
演

出
す
る
。
普
段
な
ら
お
そ
ら
く
親
し
く
会

う
こ
と
の
な
い
地
方
紙
の
新
人
記
者
、
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
、
全
国
紙
の
編
集
委
員
、
通

信
社
の
論
説
委
員
が
、
一
緒
の
バ
ス
で
弁

当
を
つ
つ
き
な
が
ら
被
災
地
や
原
発
を
回

る
。
百
戦
錬
磨
の
ベ
テ
ラ
ン
が
調
査
報
道

の
伝
統
手
法
を
惜
し
げ
も
な
く
他
社
の
若

手
に
伝
え
、
若
い
デ
ジ
タ
ル
専
門
家
が
新

し
い
取
材
・
編
集
技
術
の
使
い
方
を
他
社

の
ア
ナ
ロ
グ
世
代
に
手
取
り
足
取
り
教
え

る
―
。
こ
う
し
た
社
の
壁
を
超
え
た
活
動

は
、
い
ま
や
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
日
常
の

風
景
と
な
っ
て
い
る
。

　「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
」「
ポ
ス
ト
・
ト

ゥ
ル
ー
ス
」と
い
っ
た
言
葉
が
氾
濫
し
た

今
年
、
そ
し
て
伝
統
メ
デ
ィ
ア
に
注
が
れ

る
視
線
が
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い
る

昨
今
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
力
を
底
上
げ

す
る
た
め
の
こ
う
し
た
共
同
作
業
の
重
み

は
、
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
き
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
ん
な
実
践
の
舞
台
を
提
供
し
て
き
た

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
は
、
今
年
も
会
見
や
討

論
会
を
通
じ
て
多
様
な
情
報
と
視
点
を
発

信
し
、
国
内
外
に
い
く
つ
も
の
合
同
取
材

団
を
派
遣
し
、
研
修
会
や
記
者
ゼ
ミ
な
ど

の
活
動
を
重
ね
て
き
た
。
記
者
会
見・昼
食

会
計
１
３
１
回
を
含
む
プ
レ
ス
行
事
は
本

稿
執
筆
時
の
11
月
末
現
在
１
６
２
回
に
の

ぼ
っ
て
い
る
。

　
参
加
者
２
０
０
人
以
上
を
集
め
た
超
大

型
会
見
は
、石
原
慎
太
郎
元
東
京
都
知
事
、

前
川
喜
平
前
文
部
科
学
事
務
次
官
、
小
池

百
合
子
東
京
都
知
事
、
衆
院
選
党
首
討
論

会
、
民
進
党
代
表
選
立
候
補
者
討
論
会
、

そ
し
て
、
テ
レ
ビ
・
ス
チ
ル
合
わ
せ
て
60

数
台
と
い
う
前
代
未
聞
の
カ
メ
ラ
数
を
集

め
た
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
大
谷
翔

平
選
手
の
６
回
を
数
え
た
。

　
豊
洲
市
場
へ
の
移
転
問
題
で
注
目
を
集

め
て
い
た
石
原
氏
は
会
見
場
所
に
当
ク
ラ

ブ
を
指
名
し

た
。
会
場
か

ら
石
原
氏
に

し
つ
こ
く
食

い
下
が
っ
た

倉
重
篤
郎
企

画
委
員（
毎

日
新
聞
）が

今
度
は
司
会

に
回
っ
た
の

が
前
川
氏
の
会
見
だ
っ
た
。
こ
こ
で
は
倉

重
氏
の
代
表
質
問
に
続
い
て
22
人
が
質
問

に
立
っ
た
。
加
計
学
園
問
題
を
告
発
し
た

前
川
氏
が
ク
ラ
ブ
に
残
し
た
揮
ご
う
は

「
個
人
の
尊
厳
　
国
民
主
権
」で
あ
る
。

　
異
例
ず
く
め
の
衆
院
選
の
党
首
討
論
会

で
は
、終
了
後
、企
画
委
員
た
ち
か
ら「
も

っ
と
鋭
く
切
り
込
む
に
は
ど
う
す
べ
き
だ

っ
た
か
」「
ニ
ュ
ー
ス
を
引
き
出
す
に
は
テ

ー
マ
を
絞
っ
て
深
堀
り
し
た
方
が
よ
か
っ

た
の
で
は
」「
与
野
党
間
で
も
っ
と
深
い
応

酬
を
仕
掛
け
る
に
は
さ
ら
に
何
が
で
き
た

か
」な
ど
の
問
い
か
け
が
あ
っ
た
。
よ
り

緊
張
感
の
あ
る
討
論
会
に
進
化
さ
せ
る
方

策
に
つ
い
て
は
会
員
の
皆
さ
ん
と
共
に
考

え
て
い
き
た
い
。

　
海
外
取
材
は
米
中
両
国
を
選
ん
だ
。
中

国
取
材
団
は
、
出
発
前
に
新
疆
ウ
イ
グ
ル

自
治
区
の
取
材
が
取
り
消
さ
れ
た
り
、
中

国
入
り
直
後
に
、
先
に
重
慶
市
党
書
記
の

座
を
追
わ
れ
た
孫
政
才
氏
の「
調
査
」に

関
す
る
正
式
発
表
が
飛
び
込
ん
で
き
た
り

と
、
共
産
党
大
会
前
の「
政
治
の
季
節
」

を
実
感
し
つ
つ
地
方
を
回
っ
た
。

　
一
方
の
米
国
取
材
団
は
、ワ
シ
ン
ト
ン
・

ポ
ス
ト
、
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ

ャ
ー
ナ
ル
か
ら
ポ
リ
テ
ィ
コ
、ポ
リ
テ
ィ
・

フ
ァ
ク
ト
に
至
る
ま
で
、
短
期
間
に
ワ
シ

ン
ト
ン
メ
デ
ィ
ア
の
最
前
線
に
触
れ
た
。

取
材
団
の
報
告（
11
月
号
掲
載
）は「
ト
ラ

ン
プ
・
デ
ジ
タ
ル
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」時
代
の
奔

流
の
中
で
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
在
り
方

を
考
え
さ
せ
る
示
唆
的
な
言
葉
が
多
く
引

用
さ
れ
て
い
る
。

　「
わ
れ
わ
れ
は
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
の
中

で
最
も
新
し
く
、
古
い
メ
デ
ィ
ア
の
中
で

最
も
古
く
あ
り
た
い
」。
ワ
シ
ン
ト
ン
・

ポ
ス
ト
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
・
バ
ー
編
集
局
長

の
言
葉
で
あ
る
。
ポ
ス
ト
は
い
ま
、
報
道

機
関
と
し
て
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
と
鋭
く
対

峙
し
つ
つ
、
メ
デ
ィ
ア
企
業
と
し
て
は
最

新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
意
欲
的
な
導
入
と
新

し
い
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
の
ま
っ
た
だ
中
に

あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
の
最
先
端
を
疾
走
す

る
か
た
わ
ら
、
権
力
監
視
と
調
査
報
道
で

は
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
伝
統
と
信
念
と

自
信
を
保
つ
。
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
に
大
い

に
刺
激
と
な
る
姿
勢
で
あ
る
。
来
年
の
活

動
を
組
み
立
て
る
上
で
の
参
考
に
し
た
い

と
思
う
。�

（
朝
日
新
聞
社
常
務
取
締
役
）

写
真
＝
程
永
華
駐
日
中
国
大
使
の
会
見（
９
・
２６
）

で
大
使
の
揮
ご
う
を
紹
介
す
る
西
村
委
員
長（
右
）

〝
社
の
壁
〟超
え
た
活
動
定
着

�
注
目
集
め
た
大
型
会
見
も
６
回
　

�

企
画
委
員
長
　
西
村
　
陽
一
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あ
の
会
見
　
こ
の
言
葉
～
２
０
１
７
年
取
材
メ
モ
か
ら
～

　
今
年
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
会
見
に
登

場
し
た
ゲ
ス
ト
の
発
言
か
ら
、
印
象
に
残

っ
た
言
葉
を
集
め
て
み
た
。

�

（
事
務
局
）

田
中
均
さ
ん（
元
外
務
審
議
官
）

　「
外
国
の
現
実
を
政
権
に
伝
え
る
の
が

（
外
交
官
と
し
て
の
）プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
の
役
目
。
現
実
は
首
相
官
邸
の
人

事
を
気
に
し
て
何
も
言
わ
な
い
」（
２
・
20
　

「
米
国
と
世
界
の
行
方
」）

宮
坂
学
さ
ん（
ヤ
フ
ー
社
長
）

　「
い
ま
や
パ
ソ
コ
ン
が
あ
れ
ば
ど
こ
で

も
仕
事
は
可
能
。
当
社
で
は
月
５
回
ま
で

オ
フ
ィ
ス
以
外
で
の
勤
務
を
認
め
て
い

る
」（
３
・
10
　「
チ
ェ
ン
ジ
・
メ
ー
カ
ー
ズ
に

聞
く
」）

松
本
晃
さ
ん（
カ
ル
ビ
ー
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

　「
変
革
と
は
既
得
権
を
奪
う
こ
と
。
社

長
に
な
っ
て
、
個
室
、
社
有
車
、
接
待
費

を
や
め
た
。
４
時
に
な
っ
た
ら
と
っ
と
と

帰
れ
、
と
言
っ
て
い
る
」（
４
・
25
　「
チ
ェ

ン
ジ
・
メ
ー
カ
ー
ズ
に
聞
く
」）

船
橋
洋
一
さ
ん（
ア
ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
理
事
長
）

　「
ト
ラ
ン
プ
現
象
は
一
過
性
で
は
な
い
。

次
は『
よ
り
狡
猾
な
ト
ラ
ン
プ
』が
生
ま

れ
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
」（
４
・
26
　「
米

国
と
世
界
の
行
方
」）

タ
ラ
ネ
・
ア
リ
ド
ゥ
ス
テ
ィ
さ
ん（
イ
ラ

ン
人
女
優
）

　「
会
場
で
多
く
の
国
の
映
画
人
が
大
統

領
へ
の
抗
議
の
声
を
あ
げ
て
く
れ
た
。
授

賞
式
出
席
よ
り
も
う
れ
し
か
っ
た
」（
６
・

９
　
出
演
作「
セ
ー
ル
ス
マ
ン
」が
ア
カ
デ
ミ
ー

賞
外
国
語
映
画
賞
を
受
賞
し
た
が
、
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
の
イ
ス
ラ
ム
圏
か
ら
の
入
国
禁
止
措
置

に
抗
議
し
て
授
賞
式
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
た
）

ア
グ
ネ
ス・チ
ョ
ウ
さ
ん（
香
港
民
主
活
動
家
）

　「
日
本
の
皆
さ
ん
が
持
っ
て
い
る
民
主

的
権
利
は
香
港
人
に
は
な
い
。
ぜ
ひ
、
大

切
に
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
不
公
正
に
気

が
付
い
た
ら
声
を
あ
げ
て
ほ
し
い（
独
学

で
学
ん
だ
日
本
語
で
）」（
６
・
15
　
会
見
）

太
田
秀
樹
さ
ん（
医
師
、訪
問
医
療
の
先
駆
者
）

　「（
よ
い
訪
問
看
護
師
の
見
分
け
方
は
、

と
の
質
問
に
）ヘ
ル
パ
ー
に
怖
が
ら
れ
て

い
る
よ
う
な
訪
問
看
護
師
は
ダ
メ
で
す
」

（
７
・
５
　「
２
０
２
５
年
シ
ョ
ッ
ク
　
ど
う
す

る
医
療
・
介
護
」）

伊
佐
進
一
さ
ん（
衆
議
院
議
員
）

　「
ス
パ
コ
ン
は
中
国
産
半
導
体
を
使
い

世
界
1
位
。
科
学
系
研
究
者
数
は
世
界
１

位
、
論
文
数
は
米
国
に
次
ぎ
世
界
２
位
。

２
０
０
０
年
比
で
科
学
技
術
予
算
は
11
倍

に
増
大
。
こ
れ
が
中
国
の
科
学
の
実
力
」

（
９
・
８
　「
科
学
技
術
と
日
中
交
流
」）

松
本
正
生
さ
ん（
埼
玉
大
教
授
）

　「
有
権
者
を
消
費
者
扱
い
す
る
の
は
や

め
た
方
が
よ
い
。
い
ま
の
政
治
家
は『
買
っ

て
く
れ
る
人
』ば
か
り
を
追
い
求
め
て
い

る
」（
10
・
26
　「
総
選
挙
後
の
日
本
　
民
意
を
読

む
」）

デ
ボ
ラ
・
リ
ッ
プ
シ
ュ
タ
ッ
ト
さ
ん（
米

国
人
歴
史
学
者
）

　「
事
実
、
意
見
、
ウ
ソ
の
３
種
類
が
あ

る
が
、
い
ま
は
、
ウ
ソ
が
意
見
の
服
を
着

て
歩
い
て
い
る
。
真
珠
湾
攻
撃
は
事
実
、

事
実
を
前
提
に
し
た
意
見
は
多
様
。
し
か

し
攻
撃
が
な
か
っ
た
は
ウ
ソ
」（
10
・
27
　

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
事
実
を
め
ぐ
る
論
争
の
映
画

「
否
定
と
肯
定
」の
主
人
公
の
モ
デ
ル
）

�

11
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事

大
林
宣
彦
さ
ん（
映
画
監
督
）

　「
が
ん
に
対
し
て『
お
ま
え
さ
ん
を
飼

っ
て
や
っ
て
い
る
ん
だ
。
お
互
い
、
仲
良

く
長
生
き
し
よ
う
や
』と
呼
び
か
け
て
い

る
」（
11
・
９
　
末
期
が
ん
の
宣
告
を
受
け
た
が

映
画「
花
筐
」を
完
成
）

�

11
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事

廣
中
雅
之
さ
ん（
元
航
空
自
衛
隊
西
部
航
空
方

面
隊
司
令
官
）

　「
政
治
指
導
者
の
命
令
が
間
違
っ
て
い

て
も
、
民
主
主
義
国
家
の
軍
人
は
そ
の
命

令
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
や
な

ら
、や
め
る
べ
き
」（
11
・
10
　「
著
者
と
語
る
」）

わたしのおすすめ本2017 4▶5

クラブゲスト 6
第31回日本エイズ学会／胡鞍鋼・清華
大学教授／呉心伯・復旦大学教授／廣中
雅之・元航空自衛隊西部航空方面隊司令官
／現代俳句協会／アシム・モルディブ
外相／デ・ベニート駐日スペイン大使
会見リポート 7▶10
中家徹ＪＡ全中会長／斎藤健・農水相／
大谷翔平プロ野球選手／更田豊志・原
子力規制委員会委員長／宮沢洋一・自民
党税調会長／ハガティ駐日米大使／グ
ランディ国連難民高等弁務官／大塚耕
平・民進党代表
試写会 11
「花筐」� 大林宣彦・映画監督
「否定と肯定」
� リップシュタット米歴史学者
マイBOOKマイPR 12

第５期記者ゼミ 13

ワーキングプレス 14▶15
中国　第２期習近平政権
� 読売新聞社　竹腰雅彦
トランプ米大統領来日
� TBSテレビ　笠尾弘高
新・列島報告　横浜ＤｅＮＡ 16
「泥試合」６時間生中継
� テレビ神奈川　嶋田充郎
被災地通信　福島県産農産物 17
風評被害の助長防ぐ
� 福島民友新聞社　本田武志
書いた話書かなかった話 18▶19
「平和の配当」論に思う
米経済学者たちの伝言　小此木潔
リレーエッセー 20
反骨の刑法学者　団藤重光さん
� スポーツニッポン新聞社　河野俊史

574_P1-3,22-24.indd   3 2017/12/04   16:29:29
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わ た し の お す す め 本 2 0 1 7

▶高橋　智也（北海道新聞社遠軽支局）
平成５年生まれ

①地方自治講義
� 今井照著（ちくま新書）

②発達障害の素顔　脳の発達と視覚形成か
らのアプローチ
� 山口真美著（講談社ブルーバックス）

③ＡＸ
� 伊坂幸太郎著（KADOKAWA）

　①初めて地方勤務になり町議会や役場への取材が続
いている。議会用語は難しいが少しでも理解の助けに
なればと読んだ。地方自治について歴史や憲法に触れ
ながら分かりやすく語られている。②教育現場で問題
が指摘される発達障害の原因を脳科学と認知科学を基
に説明していく。著者は「自閉症のポイントは、何ら
かの欠如ではなく視点のずれにある」と説く。③筆者
の作品は映画化されたものも多い。テンポ良く進み、
読みやすい。息抜きに。

▶北村　早智里（河北新報社編集局報道部）
平成７年生まれ

①災害ボランティア　新しい社会へのグ
ループ・ダイナミックス　

渥美公秀著（弘文堂）

②光の帝国　常野物語
恩田陸著（集英社文庫）

③砂漠　
伊坂幸太郎著（新潮文庫）

　①阪神大震災を境に世間に定着した災害ボランティ
アだが、彼らは今も役割を模索し活動を続ける。被災
者に寄り添うとはどういうことか、活動実例を交えて
論じた１冊。②10本から成る連作短編集。特殊な能力
を持つ「常野一家」を取り巻く物語で、柳田国男の『遠
野物語』が題材ともいわれる。あっという間に続編に
手を伸ばしたくなる、３連作の１巻目。③大学生５人
が織りなす青春物語。読みやすくも、正義とは何かを
考えさせられる。通勤中にも読みやすい。

▶佐藤　初姫（日本経済新聞社経済部）
平成元年生まれ

①検証　経済失政　誰が、何を、なぜ間違
えたか

軽部謙介、西野智彦共著（岩波書店）

②殺人犯はそこにいる　隠蔽された北関東
連続幼女誘拐殺人事件

清水潔著（新潮文庫）

③楽園のカンヴァス　
原田マハ著（新潮文庫）

　「取材する」とはどういうことかを教わったのが①
と②。①は拓銀破綻から20年の節目にあたり先輩から
教わった本。関係者証言や資料を積み重ねた立体的な
記述に感銘を受けた。②は「文庫本Ｘ」としてSNSで
話題になり手に取った。小さな気付きから足利事件の
真犯人を追及する、調査報道の姿を教えてくれる本。
③はルソーの名画「夢」を巡るミステリー。美術の教
養に富む著者の才能を爆発させた美しい描写と丁寧な
設計に引き込まれる。

▶渡邊　功（NHK報道局経済部）
平成元年生まれ　

①アマゾノミクス　データ・サイエンティ
ストはこう考える
アンドレアス・ワイガンド著、土方奈美訳（文藝春秋）

②全一冊　小説　上杉鷹山
童門冬二著（集英社文庫）

③氷壁
井上靖著（新潮文庫）

　①元アマゾンのチーフ・サイエンティストが明かす
データ戦略の実態。IT企業がどのようなデータを集
め分析、購買行動につなげているのかが分かり、読後
は日常の中でもふと意識してしまう。②出羽・米沢の
藩主として改革に取り組んだ上杉鷹山の生涯を描く。
鷹山以外にも家臣など周囲の優しさや芯の強さが胸を
打ち、一気に読み進められる。③雄大な厳しい自然と
都会の喧騒を照応させつつ、男同士の友情といった感
情描写に引きつけられる。

　12 月号恒例の本特集。天皇陛下の退位に伴い、2019 年の春には、「平成」から新元号に切
り替わります。今年は「平成」生まれの９人の若手記者に「おすすめ本」を寄せていただき
ました。
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▶増尾　聡（ＴＢＳテレビ報道局社会部）
平成２年生まれ

①いつかの夏　名古屋闇サイト殺人事件
大崎善生著（KADOKAWA）

②これで駄目なら
カート・ヴォネガット著、円城塔訳（飛鳥新社）

③昭和16年夏の敗戦
猪瀬直樹著（中公文庫）

　①インターネット犯罪の萌芽ともいわれる名古屋闇
サイト殺人事件。淡々と語られる残虐な事実のなかに、
死を目前にしながらも生きることを諦めなかった被害
者の覚悟、残された母の愛が際立つ。著者が寄り添い
続けたからこそ聞けた母の想いが、胸に刺さる。②ヴ
ォネガット氏が各地で行った、卒業式での講演をまと
めた１冊。言い尽くされた「はなむけの言葉」も、シ
ニカルたっぷりのヴォネガット節では、新鮮な応援歌
に聞こえる。

▶伊藤　恵（京都新聞社運動部）
平成元年生まれ

①野火
大岡昇平著（新潮文庫）

②脳はいいかげんにできている　その場し
のぎの進化が生んだ人間らしさ
デイヴィッド・Ｊ・リンデン著、夏目大訳（河出文庫）

③道程　オリヴァー・サックス自伝
オリヴァー・サックス著、大田直子訳（早川書房）

　①超有名な戦争文学だが、戦場での人肉食というテ
ーマに尻込みし、なかなか手に取れなかった。読み出
すと一気に引き込まれた。②感情、記憶、宗教といっ
た「人間らしさ」を脳がどのように生むのかを一般向
けに解説。③『レナードの朝』などの医療エッセーで
知られる脳神経科医の自叙伝。研究者としての挫折、
家族関係や恋愛での葛藤がつづられている。文章にに
じむ優しさを裏打ちする逸話の数々に納得した。

▶山本　悠理（朝日新聞山口総局）　
平成３年生まれ

①ピカドン　ある原爆被災者の記録
福島菊次郎著（復刊ドットコム）

②詩集　動物哀歌
村上昭夫著（思潮社）

③平成山椒太夫　あんじゅ、あんじゅ、さ
まよい安寿

姜信子著（せりか書房）

　①広島で被爆した漁師の男性と家族を10年にわたっ
て追った写真集。今年６月、56年ぶりに復刊された。
苦痛にゆがむ男性の顔は現代を生きる私たちに「決し
て過去を忘れるな」と訴えかける。②結核を病み、41
歳で世を去った岩手の詩人（1968年死去）が残した詩
集。動物たちの孤独な影はシベリア抑留を経験した詩
人自身の姿か。③各地に散った「安寿と厨子王」の痕
跡を追った旅行記。近代化とともに失われた伝承が著
者の手によってよみがえる。

▶楢𥔎𥔎　𥔎𥔎（テレビ西日本報道部）　
平成２年生まれ

①君たちはどう生きるか
吉野源三郎著（マガジンハウス）

②重力波は歌う�アインシュタイン最後の宿
題に挑んだ科学者たち

ジャンナ・レヴィン著、田沢恭子・松井信彦訳（早川書房）

③新訳　源氏物語　上
角田光代訳（河出書房新社）

　①自己啓発といえば何だかうさんくさいし、哲学と
聞くと堅苦しい。だけど長く読み続けられているもの
には理由があると実感。誰もが身に覚えがある場面で
の悩みに手を差し伸べてくれる。児童書とあなどるな
かれ。②偉業の裏にある人間ドラマは熱い。それは科
学の世界でも例外でなく本著は専門書というより重厚
な小説のよう。③源氏の読み比べが好きだ。角田訳は
感情表現が美しく情報の補足が実に自然。私も多彩な
表現で伝えていきたい。来年発売予定の中下巻が待ち
きれない。

▶比嘉　太一（沖縄タイムス社中部支社報道部）　
平成２年生まれ

①深代惇郎青𥔎日記　
深代惇郎著（朝日文庫）

②書く力　私たちはこうして文章を磨いた
池上彰、竹内政明共著（朝日新書）

③東芝　粉飾の原点　内部告発が暴いた闇
小笠原啓著（日経BP社）

　①は記者として大切なことを教えてもらった１冊で
ある。1973 ～ 75年に朝日新聞のコラム「天声人語」を
担当し、46歳で亡くなった深代惇郎さんが20代の頃に
書いた日記だ。彼の読書の記録、記者として駆け出し
た頃に感じたこと、自身の哲学などが赤裸々につづら
れている。記者として大切な事である本を読むこと、
人に会うこと、旅に出ることをとことん追求した形跡
が分かる１冊。時代は違えども20代で記者として日々、
取材をしている私にとって深代さんの若き頃に追いつ
かなければならないと刺激をもらえる本である。
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胡
H u

鞍
a n

鋼
gang

　清華大学教授

　習近平政権のブレーン。「毛沢
東が起国、鄧小平が豊国、そして
習近平が強国を実現する」「所得倍
増は日本に学んだが、今や『先生』
を超えた。次は米国を超える」「中
国共産党がなければ人類運命共同
体もできない」。自信満々の口調
で習時代を語った。

■11・8（水）「２期目の習体制」①／司会：坂東賢治委員／通
訳：徐一睿／出席：101人

廣
ひ ろ

中
な か

　雅
ま さ

之
ゆ き

　 
アジア・パシフィック・イニシアティブ・シニアフェロー

　元航空自衛隊司令官。在米研究
の成果を盛り込み「政軍関係（政
治と軍事の関係）」を考察。「軍指
導者は軍事専門性に基づき選択肢
を政治指導者に提示すべし」「民主
主義国家の軍人は政治指導者の決
定に絶対服従」「内局官僚の文官統
制は自衛隊活用を阻害」

■11・10（金）著者と語る『軍人が政治家になってはいけない
本当の理由　政軍関係を考える』／司会：倉重篤郎委員／出
席：51人

モハメド・アシム　モルディブ外相

　日本との外交樹立50周年で来
日。年間120万の観光客が訪れる
島嶼国。「国際空港などのインフラ
を拡張し560万人まで受け入れた
い」。国土の多くが標高数メートル
以下、温暖化による海面上昇で水
没の懸念もあり、パリ協定を批准、
太陽光・水力発電にも取り組む。

■11・16（木）記者会見／司会：石川洋・事務局／通訳：池田
薫／出席：20人

呉
W u  X i n b o

心伯　復旦大学国際関係学院副院長

　「トランプ氏は中国を平等なパ
ートナーと見ている。前任者は上
から目線だった」「安倍首相から関
係改善のシグナルが出ている」と
日米首脳に好評価も。「インド太
平洋戦略で印豪が日米の期待通り
に動くのか。印豪両国は対中関係
を重要視している」とも牽制。

■11・22（水）「2期目の習体制」②／司会：坂東賢治委員／通
訳：陳羚、青山久子／出席：63人

ゴンサロ・デ・ベニート　駐日スペイン大使

　スピーチは自国の全般的現状だ
ったが、質問はカタルーニャ独立
問題に集中。予定外のスライドま
で出して説明した。「政治的な違い
は自由だが独立宣言は憲法違反」
「一部急進派を除き『独立保留』派
も増えており、12月21日の州議会
選で独立派勝利の形勢にはない」

■11・28（火）記者会見／司会：鶴原徹也委員／通訳：中尾憲
枝／出席：41人

中
な か

家
や

　徹
とおる

　ＪＡ全中会長

■11・6（月）記者会見／司会：川村晃司委員／出席：62人

大
お お

林
ばやし

　宣
の ぶ

彦
ひ こ

　映画監督

■11・9（木）記者会見／司会：川戸惠子委員／出席：53人

大
お お

谷
た に

　翔
しょう

平
へ い

　プロ野球選手（北海道日本ハムファイターズ）

■11・11（土）記者会見／司会：宮内正英委員／出席：255人

更
ふ け

田
た

　豊
と よ

志
し

　原子力規制委員会委員長

■11・13（月）記者会見／司会：上田俊英委員／出席：87人

宮
み や

沢
ざ わ

　洋
よ う

一
い ち

　自民党税制調査会長

■11・13（月）記者会見／司会：倉重篤郎委員／出席：131人

斎
さ い

藤
と う

　健
け ん

　農林水産大臣

■11・15（水）記者会見／司会：川村晃司委員／出席：89人

ウィリアム・ハガティ　駐日米国大使

■11・17（金）記者会見／司会：杉田弘毅委員／通訳：宮崎有
美子・森万純／出席：148人

フィリッポ・グランディ　国連難民高等弁務官

■11・20（月）記者会見／司会：杉田弘毅委員／通訳：長井聡
子／出席：58人

大
お お

塚
つ か

　耕
こ う

平
へ い

　民進党代表

■11・29（水）記者会見／司会：福田裕昭委員／出席：71人

生
い く

島
し ま

　嗣
ゆずる

　第31回日本エイズ学会会長（右）

高
た か

久
く

　陽
よ う

介
す け

　東京エイズウィークス2017事務局長

　「HIV治療薬を感染予防の
ために服用するPrEP、PEP
が注目されるが、費用が課題。
常用すれば月10万円もかか
る」（生島氏）。「HIVはもはや
死の病ではなく社会生活を送
れる。しかし家族や友人の理

解は得られても一般的にどうか。就職面接で落と
されたケースもある」（高久氏）。
■11・1（水）「エイズ対策最前線　PrEPって何？」／司会：宮
田一雄会員／出席：33人

下記のゲストの会見リポートは
7～11ページに掲載しています

現代俳句協会
宮
みや

坂
さか

静
しず

生
お

・会長/宇
う

多
だ

喜
き

代
よ

子
こ

・特別顧問/安
あん

西
ざい

篤
あつし

・
顧問
　70周年を迎えた現代俳句協会の宮坂会長が俳句
と戦後を振り返り、宇多特別顧問と安西顧問が昭
和20、30年代の句を紹介した。「現代俳句にとって
平和だったことが一番だ」（宮坂氏）。「俳句という
個人の記録が社会の記録になっている」（宇多氏）。
「ネット俳句会が増えているが、対面交流の楽しさ
を知ってほしい」（安西氏）
■11・16（木）「俳句から見た戦後の日本社会」／司会：瀬口晴
義委員／出席：43人
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今
年
８
月
、
全
国
に
約
６
５
０
あ
る
農

業
協
同
組
合
を
束
ね
る
組
織
の
ト
ッ
プ
に

就
任
し
た
。
小
泉
進
次
郎
・
自
民
党
前
農

林
部
会
長
ら
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
改
革
を

進
め
た
奥
野
長
衛
前
会
長
に
比
べ
、農
業
、

農
協
改
革
に
慎
重
な
立
場
を
と
る
。

　
今
回
の
会
見
で
も
農
業
を
強
く
し
た
い

関
与
を
求
め
、
自
民
党
内
な
ど
で
駆
け
引

き
が
続
い
て
い
る
。

　
２
０
１
９
年
５
月
に
は
５
年
間
の
農
協

改
革
集
中
推
進
期
間
が
終
わ
る
。
政
府
は

農
協
に
対
し
、
期
限
ま
で
に「
十
分
な
改

革
成
果
を
上
げ
る
」こ
と
を
求
め
る
。
中

家
会
長
も「
農
協
自
ら
の
自
己
改
革
で
１

丁
目
１
番
地
で
あ
る
農
業
者
の
所
得
拡
大

を
実
現
す
る
」と
決
意
を
語
る
。

　
農
協
に
と
っ
て
、
最
大
の
ヤ
マ
場
は
21

年
３
月
に
来
る
。
先
の
農
協
改
革
で
先
送

り
さ
れ
た「
准
組
合
員
に
よ
る
農
協
の
事

業
利
用
規
制
」を
再
考
し
、
そ
の
是
非
を

決
め
る
時
だ
。
農
協
を
構
成
す
る
組
合
員

は
離
農
に
よ
っ
て
農
業
者
の
正
組
合
員
が

減
り
、
非
農
業
者
で
あ
る
准
組
合
員
が
過

半
を
占
め
る
。
准
組
合
員
の
利
用
を
規
制

さ
れ
れ
ば
、
農
協
の
経
営
は
根
幹
か
ら
揺

さ
ぶ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
中
家
会
長
が「
系
統（
農
協
組
織
）を
挙

げ
て（
規
制
を
）回
避
し
た
い
」と
語
る
理

由
だ
。
農
協
が「
地
域
生
活
を
維
持
す
る

役
割
」に
力
を
入
れ
る
理
由
も
そ
こ
に
あ

る
。
た
だ
、
こ
う
し
た
農
協
の
変
容
に
つ

い
て
は
農
業
者
へ
の
貢
献
を
目
的
と
す
る

農
協
の
設
立
目
的
を
外
れ
る
と
疑
問
視
す

る
学
者
も
多
い
。

　
自
己
改
革
で
改
革
派
も
納
得
さ
せ
な
が

ら
、
農
協
ら
し
さ
を
守
る
。
中
家
会
長
の

手
腕
に
期
待
す
る
。

日
本
経
済
新
聞
社
論
説
委
員
　
志
田
　
富
雄

で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
。

　
農
協
に
は
今
後
、
３
つ
の「
期
限
」が

待
ち
受
け
る
。
ま
ず
、
来
年
に
は
１
９
７

０
年
代
か
ら
続
い
た
コ
メ
の
生
産
調
整

（
減
反
）政
策
が
終
わ
り
、
主
食
米
の
生
産

は
制
度
上
、
自
由
に
な
る
。
改
革
派
は
自

由
な
生
産
を
強
調
す
る
が
、
農
協
か
ら
す

れ
ば
生
産
過
剰
、
価
格
下
落
は
何
と
し
て

も
避
け
た
い
と
こ
ろ
だ
。
全
中
は
コ
メ
の

需
給
調
整
の
た
め
の
全
国
組
織
に
政
府
の

思
い
は
小
泉
氏

と
同
じ
と
し
な

が
ら
も「
改
革

が
本
当
に
農
業

者
の
所
得
拡

大
、
農
村
の
活

性
化
に
役
立
つ

の
か
、
是
々

非
々
で
臨
む
」

と
改
革
あ
り
き

中
家

　徹
　
Ｊ
Ａ
全
中
会
長

農
協
に
迫
る
３
つ
の
「
期
限
」

　
安
倍
政
権
の
農
政
は
、
通
商
で
は
Ｔ
Ｐ

Ｐ
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
自
由
化
、
内
政
で
は

米
の
生
産
調
整
廃
止
や
農
協
改
革
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の「
壁
」を
良
く
も
悪
く
も
打

ち
破
っ
た
。
齋
藤
健
氏
は
自
民
党
農
林
部

会
長
や
農
水
副
大
臣
を
務
め
、
こ
の
農
政

転
換
に
深
く
関
与
し
た
。
当
選
３
回
生
で

の
農
水
大
臣
就
任
は
異
例
中
の
異
例
だ
。

大
転
換
期
の
農
政
に
ど
ん
な
問
題
意
識
で

関
わ
っ
た
の
か
、
興
味
深
か
っ
た
。

　
な
ぜ
農
林
部
会
長
な
の
か
、
斎
藤
氏
は

そ
こ
か
ら
語
り
始
め
た
。
経
産
省
の
役
人

時
代
か
ら
希
望
ポ
ス
ト
を
問
わ
れ
る
と

「
困
難
な
仕
事
」と
書
い
て
き
た
と
言
い
、

党
の
希
望
ポ
ス
ト
調
書
に
も
そ
の
５
文
字

を
書
い
た
。
す
る
と
高
市
早
苗
政
調
会
長

重
に
も
仰
天
し
た
」

　
と
は
い
え
、
農
業
の
時
代
状
況
と
自
ら

の
役
ど
こ
ろ
を
よ
く
わ
き
ま
え
て
い
た
と

み
え
る
。「
産
業
と
し
て
の
農
業
は
い
ま

大
き
な
曲
が
り
角
に
あ
る
。
人
口
減
少
で

国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
縮
小
す
る
。
一
方
で

成
長
余
力
が
も
の
す
ご
く
あ
る
。
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
は
人
口
が
増
え
、
金
持
ち
も

増
え
る
。
日
本
食
ブ
ー
ム
で
日
本
産
へ
の

評
価
が
高
い
」。
記
者
の
質
問
に「
や
る

し
か
な
い
」と
言
い
切
っ
た
と
こ
ろ
に
、

輸
出
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
狙
う
斎
藤
農
相

の
覚
悟
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
た
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
で
は
、
世
界
最
高
水
準
の

自
由
貿
易
圏
の
実
現
と
農
業
の
防
衛
を
ど

う
両
立
さ
せ
る
か
に
腐
心
し
た
と
い
う
。

「
折
り
合
い
は
つ
け
ら
れ
た
と
思
っ
て
い

る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
関
税
撤
廃
が
原
則
。
リ
ス

ク
を
冒
し
て
飛
び
込
み
、
例
外
措
置
を
勝

ち
取
っ
た
。
こ
の
間
の
通
商
交
渉
努
力
は

評
価
さ
れ
て
い
い
」。
当
面
す
る
課
題
に

は
米
政
策
の
肝
で
あ
る
飼
料
米
助
成
の
維

持
を
挙
げ
た
。「
国
民
が
１
食
当
た
り
１

円
払
う
こ
と
で
水
田
を
維
持
で
き
る
。
こ

れ
を
高
い
と
み
る
か
安
い
と
み
る
か
」。

財
務
省
は
飼
料
米
助
成
の
削
減
を
求
め
、

年
末
の
予
算
編
成
で
最
大
の
焦
点
に
な

る
。
予
算
獲
得
へ
の
意
欲
に
農
林
議
員
の

「
顔
」を
ち
ら
っ
と
の
ぞ
か
せ
た
。

　
日
本
農
業
新
聞
論
説
委
員
室
長
　

田
宮
　
和
史
郎

（
当
時
）か
ら
農

林
部
会
長
の
連

絡
が
あ
っ
た
と

い
う
。「
経
産

省
と
農
水
省
は

敵
対
す
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。

農
林
部
会
に
は

一
度
も
出
た
こ

と
は
な
い
。
何

齋
藤

　健
　
農
林
水
産
大
臣

畑
違
い
の
農
政
へ

大
転
換
進
め
る
覚
悟
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不
完
全
な
選
手
だ
と
思
っ
て
い
る
。
も
っ

と
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
こ
と
が
多
い
と

思
っ
て
い
る
け
ど
、
そ
う
い
う
状
態
の
中

で
行
っ
て
み
た
い
気
持
ち
の
方
が
強
か
っ

た
。
そ
れ
は
高
校
を
卒
業
し
た
時
も
同
じ

だ
っ
た
」と
言
っ
た
。
Ｆ
Ａ
な
ら「
１
０

０
億
円
以
上
」と
言
わ
れ
る
総
年
俸
だ

が
、
10
万
ド
ル
以
下
の
マ
イ
ナ
ー
契
約
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
に
な
る
。
だ
が
、
ど
の
環

境
に
身
を
置
け
ば「
23
歳
の
伸
び
し
ろ
」

を
伸
ば
せ
る
か
、
シ
ン
プ
ル
に
出
し
た
結

論
が
、
こ
の
時
期
の
メ
ジ
ャ
ー
挑
戦
だ
っ

た
。

　
二
刀
流
の
継
続
に
つ
い
て
は
、
交
渉
に

臨
む
メ
ジ
ャ
ー
球
団
次
第
と
し
た
。た
だ
、

「
栗
山（
英
樹
）監
督
を
は
じ
め
期
待
し
て

く
れ
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
。
そ
の
人
た

ち
の
分
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
ま
ず
は

（
メ
ジ
ャ
ー
側
の
）話
を
聞
い
て
み
た
い
」

と
意
欲
を
見
せ
、「
も
う
自
分
だ
け
の
も

の
で
は
な
い
と
い
う
部
分
も
あ
る
」と
も

言
っ
た
。
１
９
１
８
年
に
当
時
レ
ッ
ド
ソ

ッ
ク
ス
の
ベ
ー
ブ
・
ル
ー
ス
が
２
桁
勝
利

（
13
）＆
２
桁
本
塁
打（
11
）を
達
成
し
て
、

来
年
で
ち
ょ
う
ど
１
０
０
年
。
そ
の
間
、

誰
も
達
成
で
き
な
か
っ
た
偉
業
だ
が
、
日

本
で
２
度
達
成
し
た
大
谷
な
ら
ば
米
国
で

も
や
っ
て
の
け
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン
新
聞
社
北
海
道
総
局

柳
原
　
直
之

撮
影
＝
津
野
義
和
・
ガ
ン
マ
通
信

　
日
本
ハ
ム
・
大
谷
が
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
を
利
用
し
て
の
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ

挑
戦
を
表
明
し
た
。
質
問
者
の
方
に
体
を

向
け
、
う
な
ず
き
、
実
直
に
答
え
る
。
大

谷
の
人
柄
が
あ
ふ
れ
た
１
時
間
の
会
見
だ

っ
た
。
ポ
イ
ン
ト
は
２
つ
。
な
ぜ
、
プ
ロ

５
年
目
オ
フ
の
こ
の
時
期
に
メ
ジ
ャ
ー
挑

戦
す
る
の
か
。
そ
し
て
、
メ
ジ
ャ
ー
で
も

二
刀
流
を
続
け
て
い
き
た
い
か
、だ
っ
た
。

　
メ
ジ
ャ
ー
の
労
使
協
定
で
は
、
25
歳
未

満
の
ド
ラ
フ
ト
対
象
外
の
外
国
人
選
手
に

は
球
団
別
に
総
額
で
最
大
５
７
５
万
ド
ル

の
契
約
金
上
限
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
23

歳
の
大
谷
に
も
適
用
さ
れ
、
球
団
は
新
入

団
選
手
と
同
様
に
６
年
間
の
保
有
権
を
持

て
る
。
譲
渡
金
を
日
本
ハ
ム
に
払
っ
た
と

し
て
も
、
メ
ジ
ャ
ー
30
球
団
に
は「
格
安
」

と
の
見
方
が
広
が
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
大
谷
は「
ま
だ
ま
だ

大
谷

　翔
平
　

プ
ロ
野
球
選
手（
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
）

米
国
で
も
二
刀
流
に
意
欲

　
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
へ
の
反

省
を
踏
ま
え
て
５
年
前
に
誕
生
し
た
原
子

力
規
制
委
員
会
。
そ
の
２
代
目
委
員
長
に

９
月
、
就
い
た
。

　
長
年
、
原
子
炉
の
安
全
研
究
に
携
わ
っ

て
き
た
。
国
会
で
委
員
長
候
補
と
し
て
の

所
信
を
問
わ
れ
た
際
に
は「
あ
の
よ
う
な

事
故
に
至
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
強
い
衝

撃
を
受
け
る
と
と
も
に
、
事
故
以
前
に
声

を
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
か
と

後
悔
と
反
省
を
覚
え
た
」と
述
べ
た
。

　
今
回
の
会
見
で
も
冒
頭
、「
規
制
委
発

足
時
の
初
心
を
忘
れ
な
い
」「
人
は
忘
れ
や

す
い
生
き
物
。
組
織
的
な
記
憶
に
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
」と
語
っ
た
。

　
第
一
原
発
事
故
の
直
接
的
な
教
訓
と
し

挙
げ
、
こ
う
し
た
楽
観
を
戒
め
た
。

　
一
方
、
規
制
委
の
権
限
を
巡
っ
て
は
自

制
的
な
姿
勢
が
目
立
っ
た
。
東
電
に
原
発

を
動
か
す
資
格
が
あ
る
か
を
巡
る
論
議
に

つ
い
て
は「
私
た
ち
な
り
の
努
力
の
結
果

だ
」。
安
全
文
化
と
原
子
力
防
災
の
法
律

上
の
責
任
が
一
義
的
に
自
治
体
に
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
も「
地
域
の
実
情
を
最
も
把

握
し
て
い
る
主
体
が
責
任
を
持
つ
こ
と
は

良
い
こ
と
だ
と
思
う
」と
述
べ
た
。

　
会
見
で
指
摘
さ
れ
た
運
転
停
止
長
期
化

へ
の
問
題
点
に
対
し
て
は「
最
も
深
刻
な

の
は
人
の
問
題
」と
懸
念
を
共
有
し
た
。

　
だ
が
、
集
中
立
地
の
リ
ス
ク
を
ど
う
考

え
る
か
に
関
し
て
は「
こ
こ
数
年
、
国
際

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
も
た
び
た
び
議
論
が

あ
る
」と
述
べ
な
が
ら
、「
答
え
を
持
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」。規
制
委
と
し
て

避
け
て
は
な
ら
な
い
議
論
で
は
な
い
か
。

　
事
故
時
に
感
じ
た
後
悔
が
繰
り
返
さ
れ

な
い
か
、
原
子
力
を
取
り
巻
く
ア
カ
デ
ミ

ア
の
反
省
と
覚
悟
を
問
う
と「
個
々
の
良

心
に
頼
る
部
分
が
あ
る
。
正
直
、
十
分
な

と
こ
ろ
ま
で
行
っ
て
い
な
い
」と
言
う
。

　
一
方
、
残
念
な
が
ら
会
見
の
出
席
者
は

そ
れ
ほ
ど
多
く
な
く
、
専
門
外
の
観
点
か

ら
の
質
問
も
活
発
と
は
言
え
な
か
っ
た
。

事
故
時
の
思
い
を
忘
れ
て
い
な
い
か
。
ア

カ
デ
ミ
ア
や
メ
デ
ィ
ア
も
問
わ
れ
て
い
る

と
考
え
た
。

朝
日
新
聞
社
論
説
委
員
　
大
牟
田
　
透

て
は
、
自
然
環

境
が
考
え
ら
れ

て
い
た
よ
り
厳

し
い
条
件
に
あ

っ
た
こ
と
と
、

過
酷
事
故
対
策

を
電
力
会
社
の

自
主
的
な
取
り

組
み
に
と
ど
め

て
い
た
こ
と
を

更
田

　豊
志
　

原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長

事
故
を
組
織
的
な
記
憶
に
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10
月
の
衆
院
選
で
、
安
倍
晋
三
首
相
が

「
代
表
な
く
し
て
課
税
な
し
」と
、
信
を

問
う
た
の
は
消
費
税
率
引
き
上
げ
時
の
使

い
道
の
変
更
だ
っ
た
。
こ
れ
に
基
づ
く
幼

児
教
育
無
償
化
な
ど
の
政
策
は
選
挙
後
に

急
ピ
ッ
チ
で
議
論
が
進
み
、
予
算
措
置
が

講
じ
ら
れ
る
運
び
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
同
じ
税
を
巡
る
議
論
で
も
、
自

民
党
の
公
約
集
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
個

人
所
得
課
税
改
革
は
選
挙
結
果
を
受
け
て

勢
い
づ
い
た
テ
ー
マ
だ
。
会
見
し
た
自
民

党
の
宮
沢
税
制
調
査
会
長
が「
昨
年
決
め

た
税
制
改
正
大
綱
に
も
方
向
性
を
出
し

た
」と
説
明
す
る
通
り
な
の
だ
が
、
選
挙

戦
で
所
得
税
改
革
を
訴
え
た
議
員
は
、
ほ

と
ん
ど
い
な
い
だ
ろ
う
。

　
そ
の
意
味
で
、
会
見
は
２
０
１
８
年
度

い
う
税
制
を
巡
る
３
原
則
の
う
ち
、「
公

平
と
簡
素
は
矛
盾
し
て
い
る
」と
指
摘
。

そ
の
上
で「
公
平
と
簡
素
の
バ
ラ
ン
ス
を

常
に
意
識
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」と
強
調
し
た
。
耳
当
た
り
の
よ
い
話

に
と
ど
ま
ら
ず
、
矛
盾
を
丁
寧
に
説
明
す

る「
代
表
」と
し
て
の
政
治
の
責
任
が
試

さ
れ
る
。時

事
通
信
社
経
済
部
　
井
町
　
知
致

設
問
題
で
は
、
沖
縄
を
着
任
後
２
回
訪
れ

熱
意
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
も

の
の
、米
政
府
の
公
式
見
解
を
繰
り
返
し
た
。

　
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が

安
倍
首
相
と
の
共
同
記
者
会
見
で
促
し

た
、
米
国
製
兵
器
の
大
量
購
入
。「
混
乱

が
あ
る
」と
切
り
出
し
、「
貿
易
赤
字
の

削
減
」な
ど
経
済
問
題
が
念
頭
に
あ
る
の

で
は
な
く
て
、「
あ
く
ま
で
安
全
保
障
上

の
必
要
性
か
ら
。
日
本
の
防
衛
能
力
の
向

上
の
た
め
に
先
端
技
術
を
提
供
す
る
」と

補
足
説
明
を
し
て
い
た
。

　
会
場
か
ら
カ
ー
ド
で
集
め
た
質
問
を
代

表
質
問
と
し
て
行
っ
た
後
に
、
実
際
に
挙

手
を
し
て
も
ら
い
司
会
者
が
指
す
２
段
階

の
質
疑
だ
っ
た
。
会
見
時
間
は
50
分
だ
っ

た
が
、
合
計
８
問
の
質
問
が
で
き
た
。
欧

米
メ
デ
ィ
ア
も
２
問
、
聞
い
た
。

　
会
場
か
ら
は
、「
ト
ラ
ン
プ
氏
は
出
入
国

で
な
ぜ
羽
田
空
港
で
な
く
横
田
基
地
を
使

っ
た
の
か
。
日
本
の
警
備
が
不
安
だ
っ
た

の
か
」と
の
質
問
も
出
た
。「
警
備
に
不
安

が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
地
域
の

防
衛
の
た
め
に
犠
牲
を
払
っ
て
い
る
米
軍

と
自
衛
隊
の
継
続
的
な
取
り
組
み
に
感
謝

の
意
を
示
す
た
め
だ
。
私
も
横
田
基
地
の

使
用
を
支
持
し
た
」と
の
答
え
だ
っ
た
。

　
企
画
委
員
　
共
同
通
信
社
論
説
委
員
長

杉
田
　
弘
毅

※
大
使
の
発
言
の
全
文（
英
・
日
）は
米
大
使
館

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
と
な
ど
、
改
革
の
方
向
性
を
改
め
て
紹

介
す
る
場
と
な
っ
た
。

　
宮
沢
氏
は
、
業
界
団
体
や
関
係
省
庁
な

ど
利
害
関
係
者
が
あ
る
程
度
見
え
る
法
人

税
な
ど
の
制
度
改
正
と
異
な
り
、
所
得
税

改
革
を「
鏡
の
な
い
と
こ
ろ
で
化
粧
し
て

い
る
よ
う
な
も
の
」と
例
え
る
。
増
税
に

な
る
人
と
減
税
に
な
る
人
の
境
界
線
を
引

く
な
ど
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
判
断
が
必
要

に
な
る
た
め
、
税
調
の
会
議
で
も
所
得
税

を
取
り
扱
う
と
発
言
が
少
な
く
な
る
の
だ

と
い
う
。

　
た
だ
、
所
得
税
は
国
民
全
員
に
関
わ
る

問
題
だ
か
ら
こ
そ
、
幅
広
い
透
明
な
議
論

が
必
要
な
テ
ー
マ
で
も
あ
る
。
一
部
の
関

係
者
が
密
室
で
進
め
た
と
見
透
か
さ
れ
れ

ば
、
よ
う
や
く
緒
に
就
き
か
け
た
所
得
税

改
革
の
ス
ピ
ー
ド
は
遅
れ
る
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。

　
宮
沢
氏
は「
公
平
・
中
立
・
簡
素
」と

　
８
月
の
着
任
か
ら
３
カ
月
で
の
日
本
記

者
ク
ラ
ブ
登
壇
は
、
歴
代
米
大
使
と
比
べ

る
と
早
い
。
話
し
好
き
で
オ
ー
プ
ン
な
性

格
だ
と
分
か
っ
た
。
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

会
社
の
駐
在
員
と
し
て
１
９
８
０
年
代
後

半
に
東
京
で
３
年
間
暮
ら
し
た
こ
と
や
、

共
和
党
の
中
枢
で
生
き
て
き
た
経
験
、
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
と
の
近
さ
か
ら
、
自
信
を

持
っ
て
記
者
と
向
き
合
え
た
の
だ
ろ
う
。

　
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
11
月
初
旬
の
来
日

に
話
題
が
集
中
し
た
。
成
功
と
の
評
価
を

得
た
か
ら
か
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
様
子
だ

っ
た
。
日
本
側
ブ
リ
ー
フ
で
は
議
題
に
出

な
か
っ
た
と
さ
れ
た
、
日
米
２
国
間
の
自

由
貿
易
協
定（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）に
つ
い
て「
首
脳

会
談
で
話
し
合
っ
た
」と
ズ
バ
リ
発
言
し

た
の
で
記
者
団
が
身
を
乗
り
出
し
た
し
、

北
朝
鮮
非
核
化
や
中
国
特
使
の
派
遣
へ
の

期
待
な
ど
、
ニ
ュ
ー
ス
も
出
た
。

　
一
方
で
沖
縄
県
の
普
天
間
飛
行
場
の
移

の
税
制
改
正
作

業
が
本
格
化
す

る
の
を
前
に
、

会
社
員
の
給
与

所
得
控
除
、
高

齢
者
の
公
的
年

金
等
控
除
に
つ

い
て
高
所
得
者

の
控
除
縮
小
を

検
討
し
て
い
く

宮
沢

　洋
一
　
自
民
党
税
制
調
査
会
長

「
代
表
」
の
説
明
責
任

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
ガ
テ
ィ
　

駐
日
米
国
大
使

米
大
統
領
来
日
に
質
問
集
中
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衆
院
選
前
後
の“
ド
タ
バ
タ
劇
”で
、

い
っ
た
ん
は
解
党
を
決
め
な
が
ら
選
挙
後

も
存
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
民
進
党
の
新

代
表
と
し
て
、
暗
中
模
索
の
党
運
営
に
悩

む
の
が
大
塚
耕
平
参
院
議
員
。

　
会
見
で
は「
わ
が
国
の
民
主
主
義
は
発

展
途
上
」と
切
り
出
し
、
国
政
選
５
連
勝

に
よ
る
安
倍
１
強
政
権
継
続
に
つ
い
て

「
国
民
が
政
府
を
選
択
で
き
る
国
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」と
し
て
、
次
期
衆
院
選

ま
で
に
国
民
の
選
択
肢
と
な
る
野
党
勢
力

づ
く
り
に
ま
い
進
す
る
決
意
を
示
し
た
。

　
そ
の
た
め
に
は
野
党
再
結
集
が
必
要
だ

が「
旧
態
依
然
の
考
え
方
な
ら（
民
進
系

が
）で
き
る
だ
け
早
く
一
緒
に
、
と
な
る

が
、
３
党
で
連
立
政
権
を
目
指
す
こ
と
も

有
り
得
る
」と
立
憲
民
主
、
希
望
、
民
進

３
党
に
よ
る
連
立
政
権
も
視
野
に
入
れ
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
今
回
の
民
進
党
分
裂
は
路
線
対
立
が
原

因
だ
が「
１
つ
の
党
で
い
る
と
全
員
合
意

の
た
め
政
策
が
ま
る
く（
曖
昧
に
）な
る

が
、
３
党
だ
と
違
っ
た
く
く
り
方
も
で
き

る
。
公
党
間
合
意
の
方
が
国
民
に
も
見
え

や
す
い
」と
３
党
連
立
の
メ
リ
ッ
ト
も
強

調
し
た
。

　
野
党
陣
営
で
は
小
政
党
が
選
挙
協
力
し

す
る
思
い
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
質
問
が

グ
ラ
ン
デ
ィ
氏
に
向
け
ら
れ
た
。
だ
が
、

同
氏
は「
表
面
的
な
判
断
を
下
す
べ
き
で

な
い
」と
返
し
た
。
憲
法
の
規
定
で
、
軍

部
が
な
お
、
国
政
に
大
き
な
影
響
力
を
持

つ
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
実
情
に
理
解
を
示
し
、

ス
ー
・
チ
ー
氏
へ
の
批
判
を
避
け
た
。
世

界
の
国
々
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
国
連
の
主

要
機
関
の
ト
ッ
プ
と
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
感

覚
の
巧
み
さ
を
見
せ
つ
け
た
格
好
だ
。

　
熟
練
の
外
交
官
は
他
の
難
民
問
題
も
忘

れ
て
い
な
い
。
今
回
の
訪
日
で
は
上
川
陽

子
法
相
、
河
野
太
郎
外
相
ら
と
相
次
ぎ
会

談
し
た
。
シ
リ
ア
難
民
ら
の
受
け
入
れ
拡

大
な
ど
を
求
め
た
よ
う
だ
。
会
見
で
は
さ

ら
に
懸
念
す
る
話
題
が
口
を
つ
い
た
。
国

連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ

Ｒ
）に
対
す
る
日
本
の
拠
出
金
額
が「
か

つ
て
の
世
界
２
位
か
ら
４
位
に
下
が
っ

た
」と
嘆
く
。
イ
ラ
ク
な
ど
で
は
紛
争
で

自
宅
を
失
っ
た
国
内
難
民
も
目
立
つ
。
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
イ
ラ
ン
の
緊
張
が
高
ま

り
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
の
仕
事
は
尽
き
な
い
。

　
グ
ラ
ン
デ
ィ
氏
は
会
見
前
、
同
じ
会
場

で
、
日
本
人
初
の
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
親
善
大
使

に
任
命
さ
れ
た
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
Ｍ
Ｉ

Ｙ
Ａ
Ｖ
Ｉ
さ
ん
を
紹
介
し
た
。
財
政
規
律

を
理
由
に
難
民
支
援
と
距
離
を
置
き
始
め

た
日
本
へ
の
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
ろ
う
。

　
日
本
経
済
新
聞
社
編
集
委
員加

賀
谷
　
和
樹

ち
を
持
て
れ
ば
可
能
だ
」と
前
向
き
に
評

価
し
た
。

　「
火
中
の
栗
を
拾
う
」（
民
進
幹
部
）よ
う

な
今
回
の
代
表
就
任
に
つ
い
て「
こ
こ
は

私
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
人
間
の
働
き
ど
こ

ろ
」と
胸
を
張
っ
た
大
塚
氏
だ
が
、
政
党

支
持
率
１
％
と
い
う
窮
状
に
つ
い
て
は

「（
衆
院
選
で
）民
進
党
が
１
人
も
い
な
か

っ
た
か
ら
当
た
り
前
」と
苦
笑
し
つ
つ

「
な
ん
と
か
新
し
く
組
み
立
て
直
し
て
支

持
率
を
回
復
さ
せ
な
け
れ
ば
」と
党
再
建

へ
の
苦
悩
も
に
じ
ま
せ
た
。

　
日
本
銀
行
出
身
で
仏
教
に
も
造
詣
が
深

い
大
塚
氏
。
自
ら
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
耕

庵
）に
記
し
た「
学
あ
り
、
論
優
れ
ど
も
、

心
貧
す
れ
ば
、
任
に
能
わ
ず
」と
す
る
耕

学
、
耕
論
、
耕
心
の「
三
耕
探
求
」を
モ

ッ
ト
ー
に
党
運
営
に
取
り
組
み
た
い
と
端

正
な
笑
顔
で
会
見
を
締
め
く
く
っ
た
。

時
事
通
信
出
身
　
泉
　
宏

で
、ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
難
民
の
問
題
を
指
し
て
、

東
西
冷
戦
の
後
で
は
最
悪
の
難
民
危
機
で

あ
る
と
言
い
切
っ
た
。
８
月
下
旬
以
降
、

迫
害
を
受
け
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
隣
国
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
逃
れ
た
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
と

呼
ば
れ
る
人
々
は
60
万
人
を
超
え
た
。
会

見
で
の
や
り
と
り
は
、
彼
ら
の
扱
い
や
解

決
へ
の
取
り
組
み
に
集
中
し
た
。

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
会
見
と
同
じ
11
月
20

日
、
ア
ジ
ア
欧
州
会
議（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｍ
）外
相

会
合
が
開
幕
し
、同
国
の
民
主
化
の
旗
手
、

ア
ウ
ン
・
サ
ン
・
ス
ー
・
チ
ー
国
家
顧
問

兼
外
相
の
対
応
が
注
目
を
集
め
た
。

　
東
京
の
会
見
で
も
、
改
善
に
向
け
指
導

力
を
発
揮
で
き
な
い
ス
ー
・
チ
ー
氏
に
対

　「
１
９
９
０

年
代
に
バ
ル
カ

ン
半
島
や
ル
ワ

ン
ダ
で
起
き
た

出
来
事
と
同
じ

く
ら
い
深
刻

だ
」―
―
。
国

連
難
民
高
等
弁

務
官
の
グ
ラ
ン

デ
ィ
氏
は
会
見

て
政
権
の
受
け

皿
を
つ
く
る
、

い
わ
ゆ
る「
オ

リ
ー
ブ
の
木
構

想
」が
浮
か
ん

で
は
消
え
る

が
、
大
塚
氏
は

「（
政
策
協
議
で

各
党
が
）冷
静

で
謙
虚
な
気
持

フ
ィ
リ
ッ
ポ・グ
ラ
ン
デ
ィ
　

国
連
難
民
高
等
弁
務
官

ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
難
民
は

「
90
年
代
以
来
の
深
刻
な
危
機
」

大
塚

　耕
平
　
民
進
党
代
表

民
進
系
３
党
の
「
連
立
政
権
」
も
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　「
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
は
で
っ
ち
あ
げ
」「
ヒ

ト
ラ
ー
は
大
量
虐
殺
な
ど
命
じ
て
い
な

い
」。
そ
う
主
張
す
る
歴
史
家
に
、
自
著

で
反
論
し
た
歴
史
学
者
が
名
誉
毀
損
で
訴

え
ら
れ
る
。
争
う
余
地
な
ど
な
い
事
実
が

議
論
と
な
っ
た
裁
判
が
２
０
０
０
年
の
ロ

ン
ド
ン
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
公
開
中
の
映
画「
否
定
と
肯
定
」は
こ

の
事
実
に
基
づ
い
て
い
る
。
被
告
と
な
っ

た
米
国
人
の
歴
史
学
者
、
デ
ボ
ラ
・
リ
ッ

プ
シ
ュ
タ
ッ
ト
氏
が
当
ク
ラ
ブ
で
の
試
写

会
を
前
に
会
見
し
た
。

　
彼
女
は「
こ
ん
な
に
今
日
的
な
意
味
を

持
っ
た
作
品
に
な
る
と
は
思
っ
て
も
い
な

か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
意
図
し
た
こ
と
で
は

な
い
」と
切
り
出
し
た
。

　
映
画
化
の
話
が
持
ち
上
が
っ
た
の
は
２

《
序
》　
間
も
な
く
傘
寿
を
迎
え
る
大
林
は

自
称「
ベ
テ
ラ
ン
の
少
年
」。
好
奇
心
の

塊
で
あ
る
。
そ
し
て
、
め
げ
な
い
。
新
作

『
花
筐
』は「
余
命
３
カ
月
」と
宣
告
さ
れ

た
肺
が
ん
を「
あ
や
し
」つ
つ
、
撮
り
上

げ
た
。入
院
先
か
ら
会
見
場
に
現
れ
、「
今
、

自
覚
症
状
は
な
い
。
老
化
は
あ
る
け
ど
」。

い
つ
も
の
笑
顔
と
冗
舌
だ
っ
た
。

《
破
》　
原
作
は
檀
一
雄
。
太
平
洋
戦
争
が

始
ま
る
年
の
佐
賀
県
唐
津
市
。
時
代
に
抗

し
自
由
を
求
め
る
若
者
た
ち
と
幸
薄
い
マ

ド
ン
ナ
の
悲
劇
を
描
く
。

　
終
戦
時
、７
歳
。そ
の
厭
戦
思
想
は
数
々

の
作
品
に
通
底
す
る
。
だ
が
、
軍
靴
の
高

鳴
り
を
こ
の
国
の
中
に
聞
き
、
今
回
は

「
戦
争
」を
正
面
に
据
え
た
。

　
無
論
、型
通
り
の
反
戦
も
の
で
は
な
い
。

口
づ
け
の
紅
で
印
す
日
の
丸
、破
爪
の
血
、

ド
レ
ス
、
ペ
デ
ィ
キ
ュ
ア
、
巨
大
な
タ
イ

０
０
９
年
。「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
」や

「
ポ
ス
ト
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
」と
い
う
言
葉

は
な
か
っ
た
。自
分
に
好
都
合
だ
っ
た
り
、

自
ら
の
感
情
や
信
念
に
合
っ
た
り
す
れ

ば
、
虚
偽
で
あ
っ
て
も
そ
の
情
報
を
受
け

入
れ
る
と
い
っ
た
風
潮
の
広
が
り
な
ど
想

像
す
ら
で
き
な
い
時
期
だ
。

　
だ
が
今
や
、
歴
史
上
の
出
来
事
や
ど
ん

な
視
点
か
ら
も
揺
る
が
な
い
は
ず
の
客
観

的
事
実
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。「
率

直
で
精
力
的
」と
言
わ
れ
る
彼
女
は
熱
弁

を
ふ
る
っ
た
。

　「
個
人
的
な
意
見
や
解
釈
は
構
わ
な
い

が
、
個
人
的
な
事
実
な
ど
は
な
い
」

　「
な
ぜ
起
き
た
か
、
ど
ん
な
背
景
が
あ

っ
た
か
は
議
論
で
き
る
。
し
か
し
、
事
実

か
ど
う
か
は
議
論
で
き
な
い
の
で
す
」

　
映
画
で
は
老
弁
護
士
と
原
告
の
歴
史
家

の
存
在
感
が
光
る
。
そ
し
て
、
よ
く
練
ら

れ
、
言
葉
が
吟
味
さ
れ
た
脚
本
に
よ
る
セ

リ
フ
が
ず
し
り
と
胸
に
響
き
、
余
韻
を
引

い
た
。
表
現
に
携
わ
る
者
に
は
必
見
の
作

品
だ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
リ
ッ
プ
シ
ュ
タ
ッ
ト
氏
は
会

見
前
に
靖
国
神
社
の
遊
就
館
を
訪
れ
、
特

攻
隊
員
の
遺
書
も
読
ん
だ
。
戦
争
研
究
者

と
し
て
感
じ
た
の
は
、
強
い
ら
れ
た
若
者

の
死
を
賞
賛
す
る
か
の
よ
う
に
扱
う
こ
と

へ
の
怖
さ
だ
っ
た
と
い
う
。

毎
日
新
聞
社
論
説
委
員
　
中
村
　
秀
明

（
10
月
27
日
開
催
）

の
山
車
。
赤
を
随
所
に
配
し
、
死
の
予
感

を
盛
り
上
げ
る
。
気
が
つ
け
ば
田
の
案
山

子
の
群
れ
は
行
軍
兵
士
に
変
じ
て
い
る
。

能
の
構
成
を
模
し
、
全
編
、
黒
沢
明
や
太

宰
治
、
中
原
中
也
ら
美
の
先
達
へ
の
オ
マ

―
ジ
ュ
に
溢
れ
て
い
る
。

　
時
勢
に
は
至
極
敏
感
だ
。撮
影
中
、共
謀

罪
成
立
の
動
き
を
見
る
や
、
戦
前
の
治
安

維
持
法
へ
の
嫌
悪
を
画
面
に
滲
ま
せ
た
。

　
独
特
の
こ
だ
わ
り
も
あ
る
。40
余
年
前
、

『
花
筺
』の
最
初
の
映
画
化
は
叶
わ
な
か

っ
た
。
や
む
な
く
、
マ
ド
ン
ナ
役
の
鰐
淵

晴
子
を
怪
作（
！
）『
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
』に
起

用
し
、
そ
の
美
を
映
像
に
と
ど
め
た
。
新

作
で
鰐
淵
の
立
場
に
身
を
置
く
の
は
常
盤

貴
子
。
怪
作
を
併
せ
観
れ
ば
、
２
人
の
横

顔
が
驚
く
ほ
ど
重
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
今
回
、
不
治
の
病
で
死
が
迫
る
少
女
に

は「（
友
人
の
撮
る
）写
真
の
中
で
し
っ
か

り
生
き
る
」と
語
ら
せ
た
。
鮮
烈
な
記
憶

は
風
化
し
な
い
、
と
い
う
大
林
の
思
い
が

凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

《
急
》　
さ
て
、
花
筺
と
い
う
籠
を
彩
っ
た

花
々
は
散
り
果
て
た
。
だ
が
、
器
の
底
に

は
ま
だ
何
か
が
残
る
。
不
気
味
に
、
雲
の

如
く
膨
ら
む
気
配
だ
。「
１
３
０
歳
ま
で

映
画
を
作
り
た
い
」。
そ
う
語
る
大
林
が

次
に
向
き
合
う
テ
ー
マ
は
原
爆
で
あ
る
。

（
敬
称
略
）

朝
日
新
聞
出
身
　
田
上
　
幹
夫

（
試
写
会
＝
11
月
1
日
開
催
）

試
写
会
「
否
定
と
肯
定
」・
会
見

米
歴
史
学
者

リ
ッ
プ
シ
ュ
タ
ッ
ト
氏

映
画
が
問
う

「
ポ
ス
ト
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
」の
時
代

試
写
会
「
花は

な

筺が
た
み

」・
会
見

大
林
宣
彦
監
督

厭
戦
超
え
る
独
自
の
美
意
識
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会
見
余
話

●
大
反
響
の
大
谷
会
見
、
監
督
お
忍
び
見
学

投
手
と
野
手
の「
二
刀
流
」で
日
本
プ
ロ
野

球
に
旋
風
を
巻
き
起
こ
し
た
日
本
ハ
ム
の
大
谷

翔
平
選
手
の
会
見
は
、
米
大
リ
ー
グ
挑
戦
を
正

式
表
明
す
る
超
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
た
。

会
見
実
現
の
立
役
者
で
司
会
役
を
務
め
た
ス

ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン
の
宮
内
正
英
編
集
主
幹
に
よ

る
と
、
ス
ポ
ー
ツ
紙
記
者
は
日
頃
、
当
ク
ラ
ブ

と
縁
が
薄
い
た
め
、「
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
っ
て

ど
こ
に
あ
る
の
」「
俺
た
ち
は
会
見
場
に
入
れ
る

の
か
」と
戸
惑
う
記
者
が
多
か
っ
た
と
か
。

会
見
通
知
は
前
日
午
後
3
時
で
直
前
だ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
出
席
者
は
２
５
０
人
を
超
え

た
。
特
に
カ
メ
ラ
は
、
テ
レ
ビ
が
約
25
台
、
ス

チ
ル
も
40
台
以
上
に
な
り
、
お
そ
ら
く
カ
メ
ラ

台
数
は
ク
ラ
ブ
会
見
史
上
最
多
と
な
っ
た
。

実
施
日
時
も
関
心
を
呼
ん
だ
。
会
見
は
、
11

月
11
日
午
前

11
時
開
始

で
、
大
谷
選

手
の
背
番
号

は「
11
」。
実

施
日
は
球
団

の
希
望
だ
っ

た
が
、
開
始

時
間
は
こ
ち

ら
の
会
場
の

都
合
で
偶
然

だ
っ
た
。

実
は
事
前

に
公
表
で
き
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

日
本
ハ
ム
の
栗
山
英
樹
監
督
の
会
見
見
学
。「
大

谷
に
と
っ
て
は
け
じ
め
の
会
見
な
の
で
、
直
接

見
て
み
た
い
」と
監
督
か
ら
の
強
い
希
望
が
あ

っ
た
。
会
場
の
隅
で
も
構
わ
な
い
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
が
、
報
道
陣
に
気
付
か
れ
る
と
会
見
が

混
乱
す
る
懸
念
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
監
督
を

荷
物
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
せ
、
さ
ら
に
出
席

者
か
ら
は
見
え
な
い
大
ホ
ー
ル
を
見
下
ろ
せ
る

小
部
屋
に
案
内
し
て
、
そ
こ
か
ら
会
見
を
見
て

も
ら
っ
た
。

●
ハ
ガ
テ
ィ
米
大
使
の
揮
ご
う

着
任
３
カ
月
目
で
当
ク
ラ
ブ
に
登
場
し
た
米

国
の
ハ
ガ
テ
ィ
駐
日
大
使
は
、
ゲ
ス
ト
ブ
ッ
ク

に「
私
た
ち
は
偉
大
で
あ
る
よ
う
努
め
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
偉
大
さ
と
は
、
労
苦
、
犠
牲
、

大
い
な
る
勇
気
が
実
っ
た
果
実
で
あ
る
こ
と

を
、
私
た
ち
は
肝
に
銘
じ
る
べ
き
」と
の
セ
オ

ド
ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
第
26
代
米
国
大
統
領
の

言
葉
を
書
き
、「
こ
れ
が
私
の
チ
ー
ム
に
日
々

伝
え
て
い
る
言
葉
で
す
」と
語
っ
た
。

●
鰹
節
作
り
の
元
祖
は
モ
ル
デ
ィ
ブ
？

「
わ
が
国
は
14
世
紀
に
、
日
本
で
は
15
世
紀

に
鰹
節
作
り
が
始
ま
っ
た
」。
ア
シ
ム
・
モ
ル

デ
ィ
ブ
外
相
会
見
に
同
席
し
た
カ
リ
ー
ル
前
駐

日
大
使
の
発
言
に
ビ
ッ
ク
リ
。
会
見
後
、
確
認

す
る
と
、
技
法
は
モ
ル
デ
ィ
ブ
か
ら
種
子
島
に

伝
わ
っ
た
可
能
性
も
。
鰹
節
は「
モ
ル
デ
ィ
ブ
・

フ
ィ
ッ
シ
ュ
」と
呼
ば
れ
、
輸
出
産
品
の
１
つ

だ
と
も
。
鰹
節
文
化
を
も
つ
の
は
ス
リ
ラ
ン
カ

を
含
め
世
界
で
３
カ
国
だ
け
と
聞
き
、
一
気
に

イ
ン
ド
洋
の
国
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
。

■
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
舞
台
裏

共
同
通
信
ロ
ン
ド
ン
支
局
取
材
班 

編

■
王
蒙
先
生
『
論
語
』
を
語
る（
抄
訳
版
）

李
海
・
訳
（
香
港
衛
星
テ
レ
ビ
東
京
支
局
長
）

■
広
島
じ
ゃ
け
ぇ
、「
中
国
」
じ
ゃ
な
い

け
ぇ
。

三
山
　
秀
昭
（
広
島
テ
レ
ビ
会
長
）

最
高
権
威
の
真
の
姿
は
　
カ
ズ
オ
・
イ
シ

グ
ロ
の
文
学
賞
受
賞
で
今
年
も
注
目
を
集

め
た
ノ
ー
ベ
ル
賞
。
誰
が
ど
う
や
っ
て
決

め
て
い
る
の
か
、
な
ぜ
村
上
春
樹
は
文
学

賞
を
取
れ
な
い
の
か
。
選
考
委
員
長
ら
多

く
の
当
局
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
無
数

の
資
料
を
め
く
る
と
、「
世
界
で
最
も
権

威
あ
る
賞
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な

る
姿
が
浮
か
び
上
が
る
。
そ
の
舞
台
裏
は

思
い
の
ほ
か
取
り
散
ら
か
っ
て
い
た
。
単

な
る
う
ん
ち
く
本
で
は
な
く
、
ロ
ン
ド
ン

特
派
員
５
人
が
独
自
の
視
点
で
切
り
込
ん

だ
３
年
以
上
に

及
ぶ
取
材
の
記

録
。

中
国
人
の
儒
教
意
識
は
　
中
国
の
著
名
作

家
で
あ
り
、
か
つ
元
文
化
大
臣
で
あ
る
王

蒙
先
生
が『
論
語
』に
つ
い
て
語
っ
た
書

籍
の
抄
訳
で
あ
る
。
文
尾
に
は
、
論
語
に

関
す
る
19
の
問
答
集
が
ま
と
め
ら
れ
て
お

り
、
中
国
人
の
儒
教
に
対
す
る
見
方
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
近
年
、
中
国
で

は
伝
統
回
帰
が
叫
ば
れ
て
お
り
、
習
近
平

国
家
主
席
も
党
第
19
回
全
国
代
表
大
会
に

お
い
て
中
国
文
化
の
発
揚
を
強
調
し
た
。

中
国
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
同
書
籍

の
日
本
語
訳
が
、
11
月
の
王
蒙
先
生
来
日

に
合
わ
せ
発

刊
で
き
た
こ

と
を
大
変
嬉

し
く
思
う
。

な
ん
で「
中
国
地
方
」な
の
？
　
中
国
新

聞
、中
国
放
送
、中
国
電
力
、中
国
銀
行
…
。

「
中
国
地
方
」に
は「
中
国
」と
い
う
名
の

会
社
が
多
い
。
大
手
企
業
の
中
国
支
社
・

支
店
も
多
数
あ
る
。
北
京
か
ら
中
国
銀
行

が
日
本
に
支
店
を
開
い
た
た
め
、
岡
山
が

ちくま新書
972円

マ
イ
B
O
O
K�

マ
イ
P
R

本
店
の「
中
国
銀
行
」が
商
号
を
変
え
る

ハ
メ
に
。
中
国
放
送
は「
中
国
」を
避
け
、

「
Ｒ
Ｃ
Ｃ
」に
徹
す
る
。
会
社
名
か
ら「
中

国
」を
削
っ
た
例
も
あ
る
。
大
陸
の
中
国

と
の
混
同
が
生
む
悲
喜
劇
の
数
々
。
そ
も

そ
も
、
な
ぜ「
中
国
地
方
」
な
の
か
？
　

都
と
九
州
の
中
間
地
帯
だ
か
ら
？
　
や
は

り
チ
ャ
イ
ナ
と

の
関
係
？
　
古

事
記
が
起
源
？
　

さ
て
正
解
は
？

南々社
1,188円

アジア・ユーラシア
総合研究所　

2,160円

会見余話／会員の著 書
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第
７
回
：
Ｏ
Ｃ
Ｒ
と
正
規
表
現

10
・
26（
木
）講
師
：
田
中
孝
憲
・
報
知
新
聞

社
メ
デ
ィ
ア
局
コ
ン
テ
ン
ツ
編
集
部
／
出

席
：
13
人

◎
知
ら
な
か
っ
た
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル

今
ま
で
は
、
資
料
を
見
な
が
ら
地
道
に

文
章
や
数
字
を
打
ち
込
ん
で
い
た
が
、
そ

れ
を
一
気
に
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
で
き
る
魔

法
の
技
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
資
料
を
撮
影
し
、

Google

ド
ラ
イ
ブ
やM

icrosoft O
neN

ote

に
取
り
込
ん
で
文
字
起
こ
し
す
る
。
画
像

を
取
り
込
む
だ
け
で
、
ほ
ぼ
正
確
に
文
字

デ
ー
タ
に
変
換
し
て
く
れ
た
。
文
字
起
こ

し
の
技
術
が
こ
こ
ま
で
進
歩
し
て
い
る
こ

と
に
驚
く
一
方
、
こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ

た
こ
と
を
後
悔
し
た
。

講
座
の
後
半
で
は
、
箱
根
駅
伝
予
選
の

選
手
の
個
人
タ
イ
ム
を
並
べ
替
え
る
作
業

に
挑
戦
。
過
去
の
講
座
で
も
登
場
し
た

「
正
規
表
現
」を
使
っ
て
、
必
要
の
な
い

デ
ー
タ
を
取
り
除
い
て
並
び
替
え
る
。
し

か
し
、
こ
れ
が
難
題
だ
っ
た
。
デ
ー
タ
の

規
則
性
を
見
つ
け
、
並
び
替
え
る
た
め
の

整
形
を
す
る
の
が
難
し
い
。
慣
れ
が
必
要

で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
で
き
れ
ば
原
稿

執
筆
は
か
な
り
効
率
化
す
る
だ
ろ
う
。
デ

ー
タ
と
に
ら
め
っ
こ
し
な
が
ら
何
度
も
練

習
を
重
ね
、
会
得
し
た
い
と
思
う
。

朝
日
新
聞
社
東
京
総
局 

阿
部
　
朋
美

第
８
回
：
調
査
報
道
に
必
要
な
３
つ
の
こ
と

11
・
２（
木
）講
師
：
熊
田
安
伸
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
報
道
部
専
任
部
長
／
出
席
：
27

人
◎
組
織
が
物
語
る
も
の

東
日
本
大
震
災
の
19
兆
円
の
復
興
予
算

が
、
全
国
各
地
で
関
係
の
な
い
事
業
に
も

流
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
。
熊
田
さ
ん
が
取
材

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
時
は
復
興
交
付
金
を

扱
う
予
定
だ
っ
た
が
、
取
材
交
渉
で
訪
れ

た
復
興
庁
の
交
付
金
担
当
部
署
で
、
巨
額

の
カ
ネ
を
動
か
す
よ
う
な
態
勢
で
は
な
い

と
気
付
く
。
復
興
庁
が
使
え
る
の
は
19
兆

円
の
う
ち
１
割
程
度
。
ほ
か
は
各
省
庁
が

握
っ
て
い
た
。
あ
る
官
僚
か
ら
ぼ
そ
っ
と

漏
ら
さ
れ
た
一
言
か
ら
取
材
が
展
開
し
て

い
く
の
だ
が
、
こ
の「
組
織
が
物
語
る
」

と
い
う
部
分
が
印
象
的
だ
っ
た
。

熊
田
さ
ん
は
情
報
公
開
も
使
う
が
、
情

報
入
手
が
早
い
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
の
有
効

性
を
強
調
。
取
材
の
実
例
を
交
え
て
、
役

所
の
指
導
文
書
、
法
人
の
報
告
書
、
事
業

シ
ー
ト
の
ほ
か
、
官
報
か
ら
は
パ
ス
ポ
ー

ト
の
返
還
命
令
、
国
際
手
配
ま
で
分
か
る

こ
と
な
ど
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
も
披
露
し
て
く

れ
た
。
医
療
福
祉
部
で
担
当
す
る
社
会
保

障
は
、
働
き
方
改
革
を
含
め
最
近
注
目
さ

れ
る
分
野
。
先
送
り
せ
ず
に
切
り
口
を
探

そ
う
と
、
思
い
を
新
た
に
し
た
。

毎
日
新
聞
社
医
療
福
祉
部 

堀
井
　
恵
里
子

誰
で

も
調

査
報

道

第 ５期記者ゼミ　通算80～83回

ＩＴ講座2017

誰でも調査報道

第
８
回
：
ス
ク
レ
イ
ピ
ン
グ

11
・
9（
木
）講
師
：
田
中
孝
憲
・
報
知
新
聞

社
メ
デ
ィ
ア
局
コ
ン
テ
ン
ツ
編
集
部
／
出

席
：
19
人

◎
デ
ー
タ
収
集
を
自
動
化

こ
の
日
の
講
義
は
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
か
ら

指
定
し
た
デ
ー
タ
を
自
動
で
取
り
出
す

「
ス
ク
レ
イ
ピ
ン
グ
」。公
的
機
関
で
は
デ
ー

タ
を
Ｃ
Ｓ
Ｖ
形
式
な
ど
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
が
、
不
十
分

な
面
が
あ
る
。
ま
た
、
毎
日
同
じ
作
業
の

繰
り
返
し
や
数
多
く
の
ペ
ー
ジ
を
、
個
人

で
対
応
す
る
に
は
労
力
が
か
か
る
。
そ
こ

で
デ
ー
タ
収
集
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
代

行
さ
せ
る
簡
易
な
設
定
方
法
を
学
ん
だ
。

基
礎
編
で
は
、Google

ス
プ
レ
ッ
ド
シ

ー
ト
を
利
用
し
て
警
視
庁
が
毎
日
発
表
す

る
交
通
事
故
統
計
を
自
動
で
取
得
、
保
存

す
る
方
法
を
学
ん
だ
。
応
用
編
で
は
、
定

点
観
測
の
対
象
を「
電
化
製
品
の
商
品
価

格
」に
変
更
し
て
自
分
だ
け
の「
な
ん
ち

ゃ
っ
て
価
格
コ
ム
」を
作
っ
た
。
こ
の
定

点
観
測
対
象
を
仕
事
に
関
連
す
る「
ス
ポ

ー
ツ
の
記
録
」に
も
広
げ
て
み
よ
う
と
思

う
。
さ
ら
に
、
権
力
やyahoo

ニ
ュ
ー
ス

な
ど
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
の
監
視
に
も
役
立

つ
技
術
だ
と
分
か
っ
た
。

便
利
な
技
術
だ
が
、著
作
権
の
確
認
や
、

取
得
元
へ
の
過
度
な
ク
ロ
ー
ル（
情
報
取

得
）を
し
な
い
な
ど
倫
理
面
で
の
配
慮
が

必
要
だ
と
い
う
こ
と
も
学
ん
だ
。

日
刊
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
社
メ
デ
ィ
ア
戦
略
本
部

松
屋
　
圭
祐

第
９
回
：
デ
ー
タ
が
無
い
と
き
ど
う
す
る
？ 

11
・
16（
木
）講
師
：
板
垣
淑
子
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
名

古
屋
放
送
局
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
／
出

席
：
21
人

◎
数
字
の
無
い
世
界
こ
そ
報
道
す
べ
き

国
や
自
治
体
が
デ
ー
タ
を
持
っ
て
い
な

い
最
新
の
現
象
を
い
ち
早
く
現
場
で
察
知

し
、
長
期
間
の
綿
密
な
取
材
で「
孤
立
と

貧
困
」に
迫
り
続
け
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
調
査
報

道
。「
数
字
の
無
い
世
界
こ
そ
報
道
す
べ

き
」と
い
う
板
垣
さ
ん
の
言
葉
か
ら
、
情

報
公
開
制
度
で
得
た
資
料
を
読
み
解
く
以

外
の
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
学
ん
だ
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル「
無
縁
社
会
～〝
無

縁
死
〟３
万
２
千
人
の
衝
撃
」（
２
０
１
０

年
）で
は
、
路
上
な
ど
で
孤
独
死
し
て
も

氏
名
や
住
所
が
分
か
ら
ず
、
引
き
取
り
手

の
な
い
ま
ま
に
な
る「
行こ

う

旅り
ょ

死
亡
人
」に

焦
点
を
当
て
た
。
自
治
体
が
行
旅
死
亡
人

の
遺
体
を
一
体
19
万
円
の
予
算
で
火
葬
・

埋
葬
し
て
い
る
事
実
に
着
目
し
、
４
カ
月

間
か
け
て
１
７
０
０
超
の
全
国
の
市
区
町

村
に
電
話
取
材
を
敢
行
、
人
数
を
割
り
出

し
た
。
無
縁
死
を
数
字
で
客
観
的
に
裏
付

け
る
こ
と
で
、
絆
を
失
っ
た
無
縁
社
会
の

広
が
り
を
描
く
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
手
法
に

圧
倒
さ
れ
る
ば
か
り
だ
っ
た
。

実
名
と
顔
出
し
で
の
報
道
に
こ
だ
わ
り
、

家
族
や
そ
の
親
族
ら
に
４
カ
月
間
の
粘
り

強
い
出
演
交
渉
を
重
ね
た
強
い
信
念
も
、

今
後
の
取
材
の
手
本
に
し
た
い
と
感
じ
た
。

中
日
新
聞
社
社
会
部
　
奥
村
　
圭
吾
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中
国
　
第
２
期
習
近
平
政
権�

竹
腰

　雅
彦（
読
売
新
聞
社
）

「
一
党
独
裁
」維
持
が
最
優
先

10
月
18
日
、
５
年
に
１
度
の
中
国
共
産

党
大
会
初
日
。
会
場
の
北
京
・
人
民
大
会

堂
に
陣
取
っ
た
海
外
記
者
は
、
巧
み
で
非

情
な「
演
出
」を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

習
近
平
総
書
記
の
政
治
報
告
は
、
通
例

の
倍
以
上
の
３
時
間
半
に
及
ん
だ
。
久
々

の
表
舞
台
へ
の
登
場
で
健
在
を
示
し
た
江

沢
民
元
総
書
記
は
終
了
後
、
付
き
添
い
な

し
に
立
ち
上
が
れ
な
い
。
健
康
不
安
説
の

あ
る
胡
錦
濤
前
総
書
記
は
、
衆
人
環
視
の

中
で
一
時
退
席
し
た
。
気
力
・
体
力
も
誇

示
し
た
異
例
の
長
時
間
演
説
で
、
毛
沢
東

の「
建
国
」、
鄧
小
平
の「
富
国
」に
続
く
、

「
強
国
」と
い
う
自
ら
の「
新
時
代
」入
り

を
宣
言
し
た
習
氏
に
と
り
、
２
人
は
完
全

な
引
き
立
て
役
と
な
っ
た
。

強
ま
る
情
報
・
言
論
の
統
制

ネ
ッ
ト
上
で
習
氏
に
似
て
い
る
と
話
題

に
な
っ
た「
く
ま
の
プ
ー
さ
ん
」の
画
像

が
、
恐
ら
く
は
習
氏
の
権
威
を
お
と
し
め

る
と
み
な
さ
れ
て
サ
イ
ト
か
ら
削
除
さ
れ

る
時
代
。
駐
在
記
者
は
、
強
ま
る
情
報
・

言
論
統
制
の
中
で
行
事
を
迎
え
た
。
習
政

権
は
党
大
会
前
、「
国
家
安
全
法
」「
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
法
」「
国
家
情
報

法
」な
ど
の
社
会
統
制
法
を
次
々
と
制
定
。

摘
発
対
象
に
は「
そ
の
他
の
ス
パ
イ
活

動
」と
の
あ
い
ま
い
な
条
文
が
あ
り
、
恣

意
的
解
釈
で
取
材
活
動
に
も
適
用
さ
れ
る

恐
れ
が
あ
る
。
北
京
で
は「
ス
パ
イ
行
為
」

の
通
報
者
に
数
百
万
円
の
奨
励
金
を
出
す

密
告
奨
励
法
も
で
き
た
。
取
材
源
へ
の
ア

ク
セ
ス
は
、
以
前
に
増
し
て
配
慮
と
慎
重

さ
が
必
要
に
な
り
、
記
者
や
助
手
の
安
全

に
も
さ
ら
に
注
意
が
必
要
と
な
っ
た
。

公
開
情
報
の
入
手
環
境
も
悪
化
し
た
。

当
局
は
、
情
報
の
発
信
、
入
手
の
双
方
で

統
制
を
徹
底
し
た
。
社
会
秩
序
を
脅
か
す

利
用
者
が
い
る
と
し
て
、
騰テ

ン
セ
ン
ト訊、
新シ

浪ナ

、

百バ
イ
ド
ゥ度
の
３
大
ネ
ッ
ト
企
業
を
調
査
し
、
比

較
的
自
由
な
意
見
表
明
の
場
だ
っ
た
個
人

ブ
ロ
グ
を
強
制
閉
鎖
し
た
。

使
用
を
規
制
す
る
グ
ー
グ
ル
や
ツ
イ
ッ

タ
ー
な
ど
の
接
続
に
使
わ
れ
る
仮
想
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
Ｖ
Ｐ
Ｎ
）の

締
め
付
け
も
強
化
し
た
。日
本
絡
み
で
は
、

邦
人
の
多
く
が
情
報
収
集
で
使
う
ヤ
フ
ー

ジ
ャ
パ
ン
の
検
索
サ
ー
ビ
ス
や
、
読
売
新

聞
を
含
む
複
数
の
日
本
メ
デ
ィ
ア
の
電
子

版
が
Ｖ
Ｐ
Ｎ
な
し
に
閲
覧
不
能
と
な
っ

た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
国
際
放
送
は
中
国
の
政
治

ニ
ュ
ー
ス
だ
け
、
画
面
が
真
っ
黒
に
な
る

遮
断
が
続
い
た
。

参
加
で
き
な
か
っ
た
お
披
露
目
会
見

共
産
党
政
権
の
最
優
先
は
一
党
独
裁
の

維
持
だ
。
わ
ず
か
な
隙
が
支
配
の
瓦
解
に

つ
な
が
る
と
の
病
的
な
恐
怖
心
か
ら
、
異

論
の
封
殺
、
批
判
的
な
情
報
の
流
入
・
拡

散
の
阻
止
に
血
眼
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

流
れ
は
党
に
よ
る
統
制
強
化
を
強
調
す
る

第
２
期
習
政
権
下
で
さ
ら
に
強
ま
る
の
は

必
至
だ
。
社
会
統
制
の
手
法
を
相
互
学
習

し
て
い
る
感
も
あ
る
ロ
シ
ア
で
は
今
、
海

外
メ
デ
ィ
ア
を「
外
国
の
手
先
」と
し
て

取
り
締
ま
る
法
改
正
が
検
討
さ
れ
て
お

り
、
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

10
月
25
日
、
習
氏
ら
新
た
に
選
出
さ
れ

た
党
最
高
指
導
部
の
お
披
露
目
記
者
会

見
。
読
売
新
聞
な
ど
日
本
と
欧
米
の
一
部

メ
デ
ィ
ア
は
所
定
の
手
続
き
後
も
許
可
が

出
ず
、
参
加
で
き
な
か
っ
た
。
米
紙
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
、
英
紙
ガ
ー
デ
ィ

ア
ン
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
放
送
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
　

中
国
外
務
省
は
理
由
を
明
言
せ
ず
、
党

大
会
の
取
材
事
務
局
は
、
受
付
開
始
直
後

に
登
録
し
た
本
紙
に「
申
請
順
に
処
理
し

た
結
果
」と
答
え
た
。「
な
ぜ
出
席
で
き

な
い
か
、
お
宅
は
わ
か
る
で
し
ょ
う
」と

言
わ
れ
た
社
も
あ
る
。
中
国
に
批
判
的
だ

っ
た
り
、
不
都
合
と
み
な
す
報
道
を
し
た

メ
デ
ィ
ア
の
恣
意
的
な
選
別
を
う
か
が
わ

せ
る
。

習
氏
は
こ
の
記
者
会
見
で
こ
う
述
べ

た
。
記
録
と
し
て
略
せ
ず
記
し
た
い
。

「
諺
に
、
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
と
い

う
。
記
者
の
皆
さ
ん
が
中
国
を
あ
ち
こ
ち

見
て
回
り
、
引
き
続
き
党
大
会
後
の
中
国

の
発
展
、
変
化
に
注
目
し
、
中
国
を
一
層

全
面
的
に
理
解
し
、
報
道
す
る
こ
と
を
歓

迎
す
る
。
我
々
に
そ
れ
以
上
の
褒
め
す
ぎ

の
言
葉
は
必
要
な
い
。
一
貫
し
て
客
観
的

な
紹
介
、有
益
な
提
案
を
歓
迎
し
て
い
る
」

威
信
を
高
め
た
最
高
指
導
者
の
言
葉
だ

け
に
、
重
い
。
有
言
実
行
を
望
み
た
い
。

た
け
こ
し
・
ま
さ
ひ
こ
▼
1
9
9
2
年
入
社 

北
京
特
派
員 

ソ
ウ
ル
支
局
長
な
ど
を
経
て 

今

年
4
月
か
ら
中
国
総
局
長

中国共産党大会　ひな壇に現役指導者と長老がずらりと
並んだ（北京・人民大会堂/10月24日/筆者撮影）

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス
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ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
来
日�

笠
尾

　弘
高（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
）

ゴ
ル
フ
場
取
材
の
舞
台
裏

　
　
木
の
隙
間
に
と
ら
え
た
握
手

共
通
の
趣
味
や
食
事
で
親
交
を
さ
ら
に

深
め「
強
固
な
日
米
同
盟
」を
内
外
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ
た
今
回

の
来
日
。
日
本
政
府
は
ト
ラ
ン
プ
氏
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
な
ぞ
ら
え
た「
日
米
同
盟
を

よ
り
偉
大
に
」と
い
う
金
色
の
刺
し
ゅ
う

を
施
し
た
白
い
キ
ャ
ッ
プ
ま
で
用
意
し

て
、
両
氏
の
親
密
ぶ
り
を
演
出
し
た
。

〝
象
徴
的
な
シ
ー
ン
〟を
狙
え 

人
海
戦
術
に
よ
る
包
囲
網

注
目
の
ゴ
ル
フ
外
交
で
両
氏
は
ど
ん
な

表
情
を
見
せ
る
の
か
、〝
象
徴
的
な
シ
ー

ン
〟を
狙
う
た
め
テ
レ
ビ
を
は
じ
め
メ
デ

ィ
ア
各
社
が
、苦
労
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

わ
れ
わ
れ
が
下
見
を
始
め
た
の
は
来
日
の

お
よ
そ
２
週
間
前
か
ら
で
あ
る
。
舞
台
と

な
る
ゴ
ル
フ
場
は
名
門
と
あ
っ
て
予
想
通

り
ガ
ー
ド
が
堅
い
。
周
囲
に
は
カ
メ
ラ
を

構
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
な
高
層
の
建
物

も
な
く
、
天
を
突
き
刺
さ
ん
ば
か
り
の
高

い
木
々
に
囲
ま
れ
て
い
る
…
。
ど
う
す
れ

ば
撮
影
機
材
を
高
く
上
げ
ら
れ
る
か
、
が

課
題
と
な
っ
た
。

周
囲
の
民
家
に
撮
影
ス
ペ
ー
ス
を
借
り

に
い
く
と
、
他
社
に
先
を
越
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
映
像
取
材
は
、
下
見
で

勝
負
の
８
割
が
決
ま
る
。
下
見
し
た
担
当

者
の
顔
に
は
早
く
も
焦
り
の
色
が
に
じ
ん

で
い
た
。

そ
し
て
も
う
１
つ
の
大
き
な
問
題
が
、

警
備
当
局
に
よ
る
規
制
線
の
強
化
で
あ

る
。
頑
張
っ
て
場
所
を
確
保
で
き
た
と
し

て
も
、
当
日
に
な
っ
て
当
局
か
ら
退
去
を

命
じ
ら
れ
れ
ば
、
全
て
が
水
泡
に
帰
す
。

わ
れ
わ
れ
は
撮
影
の
高
さ
を
確
保
す
る
た

め
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と「
ポ
ー
ル
カ
メ
ラ
」

と
呼
ば
れ
る
伸
縮
式
の
13
メ
ー
ト
ル
の
鉄

棒
の
上
に
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
リ
モ
コ
ン

で
遠
隔
操
作
す
る
こ
と
に
し
た
。
周
囲
に

は「
櫓や

ぐ
ら

」を
設
置
し
た
テ
レ
ビ
局
も
あ
っ

た
。
さ
ら
に
報
道
関
係
の
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
が
止
ま
っ
て
い
る
の
も
目
に
し
た
。

そ
し
て
本
番
前
日
、
手
の
内
が
読
め
な

い
警
備
に
備
え
、
ゴ
ル
フ
場
脇
の
ア
パ
ー

ト
の
一
室
を
借
り
て
宿
泊
し
、
想
定
さ
れ

る〝
規
制
線
の
エ
リ
ア
内
〟で
夜
を
明
か

す
と
い
う
手
段
を
と
っ
た
。

陽
が
昇
る
と
、
警
備
の
ス
キ
を
つ
く
か

の
ご
と
く
、
映
像
は
木
々
の
隙
間
か
ら
し

か
の
ぞ
き
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
一
瞬
一

瞬
の
連
続
だ
っ
た
。
10
カ
所
以
上
に
配
置

し
た
カ
メ
ラ
の
う
ち
、
つ
い
に
そ
の
１
台

が
、
両
氏
の
堅
い
握
手
と
い
う〝
象
徴
的

な
シ
ー
ン
〟を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
時
、
本
社
へ
送
ら
れ
て
く
る
リ
ア
ル

タ
イ
ム
の
映
像
を
見
な
が
ら
、
苦
労
が
無

駄
骨
に
終
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
、
み
な

安
堵
し
た
。

他
局
の
映
像
を
見
て
愕
然 

正
解
の
な
い「
追
っ
か
け
」

今
回
、
ト
ラ
ン
プ
氏
来
日
に
お
け
る
一

連
の
取
材
の
ほ
と
ん
ど
を
、
テ
レ
ビ
各
局

は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
本
社
へ
伝
送
し
て
い

た
。
生
中
継
と
い
え
ば
、
つ
い
数
年
前
ま

で
中
継
車
や
、
か
さ
ば
る
機
材
が
必
要
だ

っ
た
が
、
昨
今
の
め
ざ
ま
し
い
技
術
の
進

歩
に
よ
っ
て
、
機
材
は
大
幅
に
小
型
化
さ

れ
、
簡
易
中
継
が
ま
す
ま
す
容
易
に
な
っ

た
た
め
だ
。

た
だ
、
あ
ま
り
に
機
材
が
小
型
化
し
た

こ
と
で
、
取
材
を
受
け
て
い
る
側
が
、
生

中
継
な
ん
だ
と
い
う
認
識
を
き
ち
ん
と
持

っ
て
い
る
の
か
、
懸
念
す
る
声
も
上
が
っ

て
い
る
。
中
継
し
や
す
く
な
り
、
負
担
が

軽
減
さ
れ
る
一
方
で
、
運
用
す
る
わ
れ
わ

れ
に
一
層
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

感
じ
る
。

こ
う
し
た
機
材
が
ゴ
ル
フ
場
を
は
じ
め

各
所
で
活
用
さ
れ
る
中
、
テ
レ
ビ
東
京
の

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
上
空
か
ら
捉
え
た
映
像

は
、
他
と
は
一
線
を
画
す
も
の
だ
っ
た
。

小
走
り
で
バ
ン
カ
ー
か
ら
出
よ
う
と
し
た

安
倍
首
相
が
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
転
げ

落
ち
る
瞬
間
を
見
事
に
捉
え
て
い
た
の
で

あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
目
を
皿
に
し
て
自
社

ヘ
リ
の
映
像
を
見
返
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
存
在
し
な
か
っ
た
。

準
備
万
端
で
臨
ん
だ
つ
も
り
の
ト
ラ
ン

プ
包
囲
網
だ
っ
た
が
、
果
た
し
て
ど
こ
ま

で
ヘ
リ
や
バ
イ
ク
に
よ
る
追
っ
か
け
が
必

要
だ
っ
た
の
か
…
。
そ
の
問
い
に
答
え
は

な
い
が
、
私
に
は
悔
い
の
残
る
結
果
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
。

か
さ
お
・
ひ
ろ
た
か
▼
1
9
9
9
年
入
社
　
バ

ン
コ
ク
支
局
　
政
治
部
　
報
道
・
情
報
番
組
を

経
て
　
今
年
7
月
か
ら
映
像
取
材
部
デ
ス
ク

堅く握手する両首脳の表情には笑顔も（11月5日午後
／埼玉県川越市霞ヶ関カンツリー倶楽部／ＴＢＳテレビ提供）

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート
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横浜スタジアムのパブリックビューイング
会場からリポート（10月15日/テレビ神奈川提供）

地元メディアの視点から 神奈川 発

10
月
15
日
。
振
り
返
る
と
、
こ
の
日
が

テ
レ
ビ
神
奈
川
に
と
っ
て
長
い
ポ
ス
ト
シ

ー
ズ
ン
の
始
ま
り
だ
っ
た
。

甲
子
園
は
朝
か
ら
激
し
い
雨
が
降
り
続

い
て
い
た
。
２
年
連
続
で
セ
・
リ
ー
グ
の

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ
リ
ー
ズ（
Ｃ
Ｓ
）進

出
を
決
め
た
リ
ー
グ
３
位
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ

ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
。

し
か
し
２
位
阪
神
と
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ス

テ
ー
ジ
初
戦
を
落
と
し
、も
う
後
が
な
い
。

翌
日
も
悪
天
候
が
予
想
さ
れ
、
こ
の
日
の

試
合
が
中
止
に
な
れ
ば
、
事
実
上
Ｃ
Ｓ
敗

退
が
決
定
す
る
状
況
だ
っ
た
。
　

放
送
は
、
試
合
開
始
予
定
の
14
時
ス
タ

ー
ト
。
し
か
し
グ
ラ
ウ
ン
ド
状
態
は
最
悪

で
、
な
か
な
か
試
合
開
始
で
き
そ
う
に
な

い
。
試
合
が
始
ま
る
ま
で
は
、球
団
Ｏ
Ｂ
、

遠
藤
一
彦
さ
ん
の
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
ト
ー
ク

や
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ

ー
イ
ン
グ
会
場
か
ら
の
リ
ポ
ー
ト
な
ど
で

何
と
か
つ
な
ぐ
。

そ
し
て
15
時
過
ぎ
、
予
定
の
１
時
間
遅

れ
で
試
合
開
始
に
こ
ぎ
つ
け
た
も
の
の
、

土
砂
降
り
の
雨
の
中
、
プ
ロ
選
手
で
も
、

ま
と
も
な
プ
レ
ー
が
で
き
る
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
で
は
な
い
。
ゴ
ロ
は
転
が
ら
な
い
、

選
手
は
足
を
取
ら
れ
転
倒
。
最
悪
の
状
況

で
続
け
ら
れ
た
試
合
は
４
時
間
35
分
と
い

う
Ｃ
Ｓ
史
上
最
長
に
。
こ
の「
泥
試
合
」

で
勝
利
を
収
め
た
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
は
、
続

く「
拾
い
物
」の
第
３
戦
で
快
勝
し
、
２

年
連
続
で
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
出
場
を

決
め
た
の
だ
っ
た
。

こ
の
日
、
試
合
終
了
ま
で
伝
え
た
テ
レ

ビ
神
奈
川
の
放
送
時
間
は
約
６
時
間
。
選

手
は
も
ち
ろ
ん
、
関
わ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
全

員
が
へ
と
へ
と
に
な
っ
た
、
ま
さ
に「
歴

史
に
残
る
」一
戦
と
な
っ
た
。

■
期
待
の
中
継
、
二
度
肩
す
か
し

Ｃ
Ｓ
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
は
、
セ
・

リ
ー
グ
王
者
の
広
島
と
２
年
連
続
の
対

戦
。
舞
台
は
広
島
・
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
。

テ
レ
ビ
神
奈
川
が
獲
得
し
た
放
映
予
定
は

10
月
22
日
の
第
３
戦
。
衆
議
院
選
挙
と
バ

ッ
テ
ィ
ン
グ
し
た
上
、
当
日
は
台
風
21
号

が
日
本
列
島
を
直
撃
。
厳
し
い
社
内
体
制

の
中
で
進
め
た
事
前
準
備
も
虚
し
く
、
試

合
は
中
止
に
な
っ
た
。

リ
ベ
ン
ジ
を
誓
っ
た
25
日
、
成
立
す
れ

ば
３
勝
３
敗
で
勝
っ
た
チ
ー
ム
が
日
本
シ

リ
ー
ズ
進
出
、
と
い
う
試
合
を
放
送
で
き

る
予
定
が
、
結
果
は
前
日
に
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ

Ａ
が
勝
利
し
、
全
て
は
幻
に
終
わ
っ
た
。

19
年
ぶ
り
の
日
本
シ
リ
ー
ズ
を
戦
っ
た

横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
。
た
だ
、
そ
れ
は「
下
克

上
」と
表
現
さ
れ
た
よ
う
に
、
シ
ー
ズ
ン

の
成
績
は
リ
ー
グ
３
位
。
日
本
一
は
も
ち

ろ
ん
、リ
ー
グ
優
勝
の
ペ
ナ
ン
ト
も
な
い
。

来
年
は
フ
ァ
ン
か
ら
今
年
以
上
、
す
な
わ

ち
リ
ー
グ
優
勝
以
上
の
結
果
を
求
め
ら
れ

る
し
、
実
際
チ
ー
ム
は
そ
の
戦
力
も
伴
っ

て
き
た
。

■
人
気
急
上
昇
で
客
席
稼
働
率
96・２
％

２
０
１
７
年
シ
ー
ズ
ン
に
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ

Ａ
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
を
観
戦
し
た
観
客

は
、
約
１
９
８
万
人
。
客
席
稼
働
率
は

96
・
２
％
。
こ
れ
は
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
が
球
団
を

所
有
す
る
前
年（
２
０
１
１
年
）と
比
較

し
て
も
、
76
％
の
驚
異
的
な
伸
び
だ
。
フ

ァ
ン
の
間
で「
チ
ケ
ッ
ト
が
手
に
入
ら
な

い
」と
い
う
声
が
相
次
ぐ
。
数
年
前
ま
で

閑
古
鳥
が
鳴
く
状
態
の
ス
タ
ン
ド
を
見
続

け
て
い
た
私
た
ち
と
し
て
も
心
か
ら
誇
り

に
思
う
。

球
団
側
は
五
輪
会
場
を
見
据
え
て
、
横

浜
ス
タ
ジ
ア
ム
に
合
計
６
０
０
０
席
を
増

設
す
る
改
修
計
画
を
発
表
。
さ
ら
に
、
プ

レ
ー
を
元
に
し
た
Ｖ
Ｒ（
仮
想
現
実
）を

使
っ
た
打
撃
練
習
シ
ス
テ
ム
を
球
場
内
の

専
用
ル
ー
ム
に
設
置
し
た
り
、
選
手
寮
で

出
し
て
い
る「
青
星
寮
カ
レ
ー
」を
小
学

校
給
食
に
提
供
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の

球
界
で
は
考
え
ら
れ
な
い
取
り
組
み
を

次
々
と
打
ち
出
し
て
い
る
。

テ
レ
ビ
神
奈
川
も
球
団
と
来
年
の
放
送

に
つ
い
て
の
交
渉
を
ス
タ
ー
ト
。
人
気
の

上
昇
を
受
け
球
団
側
か
ら
の
要
求
レ
ベ
ル

が
高
ま
る
の
は
理
解
で
き
る
し
、
そ
の
一

方
で
県
域
局
と
い
う
規
模
で
で
き
る
こ
と

も
限
ら
れ
て
い
る
。
神
奈
川
で
唯
一
の
県

域
民
放
テ
レ
ビ
局
と
し
て
、
急
成
長
を
遂

げ
る
球
団
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
共
に

歩
ん
で
い
き
た
い
。

し
ま
だ
・
み
つ
お
▼
１
９
９
２
年
入
社
　
神
奈

川
県
政
担
当
記
者
　
事
業
部
長
　
報
道
部
長

な
ど
を
経
て
　
２
０
１
６
年
か
ら
報
道
局
長

嶋田　充郎
（テレビ神奈川）

新・列島報告⓰　横浜DeNAベイスターズ

「泥試合」６時間生中継
急成長遂げる球団と共に



17 ⃝日本記者クラブ会報　2017.12.10　No.574

出
荷
さ
れ
て
い
な
い
。
コ
メ
は
全
量
全
袋

検
査
が
行
わ
れ
、い
ま
や
、基
準
値
超
え
は

な
く
な
っ
た
が
、
風
評
被
害
に
よ
っ
て
安

値
が
今
後
も
続
け
ば
、
生
産
者
の
意
欲
低

下
、離
農
の
加
速
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

■
い
ま
だ
回
復
し
な
い
販
路

東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
か
ら
６
年

９
カ
月
が
経
過
し
、
福
島
県
産
農
産
物
の

風
評
被
害
の
実
態
は
複
雑
化
し
て
い
る
。

事
故
後
間
も
な
い
こ
ろ
、
ス
ー
パ
ー
な
ど

の
量
販
店
は
福
島
県
産
分
を
他
の
産
地
で

代
用
。
そ
れ
が
定
着
化
し
、
福
島
県
産
は

安
全
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、

店
頭
に
並
ぶ
余
地
が
小
さ
く
な
っ
た
。
加

え
て
風
評
被
害
の
影
響
で
価
格
が
戻
ら
な

い
ま
ま
の
市
場
取
引
が
続
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
政
府
は
福

被 災地はいま � 東日本大震災から6年9カ月

ほ
ん
だ
・
た
け
し
▼
2
0
0
8
年
入
社
　
い
わ

き
支
社
　
猪
苗
代
支
局
長
な
ど
を
経
て
　
15

年
か
ら
報
道
部
県
政
担
当

被災地通信�　福島県産農産物

風評被害の助長防ぐ
正確な報道が肝要
本田　武志（福島民友新聞社）

マレーシア・クアラルンプールのスーパーで福
島県産のモモをＰＲする内堀雅雄知事（手前
右）ら（8月23日／福島民友新聞社提供）

「
毎
年
、
福
島
の
モ
モ
を
食
べ
て
る
よ
。

で
も
、
原
発
事
故
前
よ
り
安
く
な
っ
た

ね
」。青
森
市
で
11
月
に
開
か
れ
た
北
海
道

東
北
地
方
知
事
会
を
取
材
し
、
記
事
を
出

稿
し
終
え
て
入
っ
た
、
居
酒
屋
の
大
将
の

言
葉
だ
。
福
島
県
産
モ
モ
を
楽
し
み
に
し

て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
、
東

京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
の
風
評
の
影

響
が
、色
濃
く
残
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。

昨
年
の
福
島
県
産
モ
モ
１
㌔
当
た
り
の

市
場
取
引
価
格
は
３
９
９
円
。
全
国
平
均

価
格
５
１
４
円
の
８
割
に
も
満
た
な
い
。

コ
メ
や
肉
用
牛
な
ど
も
事
故
前
の
水
準
を

下
回
っ
た
ま
ま
だ
。福
島
県
産
農
産
物
は
、

厳
し
い
放
射
性
物
質
の
検
査
を
経
て
、
安

全
が
確
認
さ
れ
た
も
の
し
か
、
市
場
に
は

島
県
産
の
流
通
実
態
調
査
に
乗
り
出
し

た
。
国
内
外
で
安
全
性
の
ア
ピ
ー
ル
を
続

け
て
き
た
福
島
県
農
林
水
産
部
の
幹
部

は
、「
風
評
被
害
の
実
態
を
知
ら
ず
に
、

い
く
ら
対
策
を
打
っ
て
も
効
き
目
が
な

い
」と
指
摘
。
風
評
被
害
対
策
を
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
や
販
売
促
進
フ
ェ
ア
な
ど
、
一

過
性
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
と
ど
め
ず
、
販

路
の
回
復
や
新
規
の
市
場
開
拓
に
も
一

層
、
力
を
入
れ
て
い
る
。

消
費
者
庁
が
８
月
に
実
施
し
た
消
費
者

意
識
の
調
査
に
よ
る
と
、
放
射
性
物
質
を

理
由
に
購
入
を
た
め
ら
う
産
地
と
し
て

「
福
島
県
」と
答
え
た
人
は
、
13
・
２
％

だ
っ
た
。
３
年
前
の
２
０
１
４
年
８
月
調

査
の
19
・
６
％
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に

あ
る
が
、
い
ま
だ
１
割
を
超
え
る
消
費
者

が
、
福
島
県
産
品
を
避
け
て
い
る
。

11
月
に
は
欧
州
連
合（
Ｅ
Ｕ
）欧
州
委

員
会
が
、
福
島
第
一
原
発
事
故
後
、
日
本

食
品
に
課
し
て
い
る
輸
入
規
制
の
対
象
か

ら
、
福
島
県
産
米
を
含
む
10
県
の
農
水
産

品
の
一
部
、
ま
た
は
全
部
を
除
外
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
。
し
か
し
、中
国
や
台
湾
、

韓
国
で
は
、
い
ま
だ
に
輸
入
規
制
を
緩
和

し
よ
う
と
い
う
動
き
は
み
え
な
い
。

■
放
射
線
リ
ス
ク
を
冷
静
な
視
点
で

国
内
外
で
安
全
性
に
対
す
る
理
解
が
浸

透
し
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
中
で
気
に

な
る
の
が
、
福
島
第
一
原
発
や
放
射
性
物

質
に
関
す
る
報
道
の
在
り
方
だ
。

福
島
県
が
昨
年
度
、首
都
圏
や
阪
神
圏
、

中
京
圏
な
ど
の
消
費
者
を
対
象
に
行
っ
た

調
査
に
よ
る
と
、
福
島
県
産
品
に
関
す
る

情
報
の
取
得
源
は「
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
・

報
道
番
組
」が
多
数
を
占
め
、「
新
聞
記

事
」が
続
い
た
。
風
評
被
害
は
根
拠
の
な

い
う
わ
さ
や
臆
測
に
よ
っ
て
広
が
る
。
こ

れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
報
道
機
関
が
放
射

線
の
リ
ス
ク
を
冷
静
に
比
較
す
る
視
点
を

提
供
す
る
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
。

報
道
機
関
に
は
リ
ス
ク
を
報
じ
、
伝
え

る
責
任
が
あ
る
の
は
当
然
だ
。
そ
こ
で
考

え
た
い
の
が
、
好
奇
心
や
恐
怖
心
を
刺
激

す
る
報
道
だ
け
に
と
ど
め
な
い
こ
と
だ
。

廃
炉
や
放
射
性
物
質
に
関
す
る
全
国
、
海

外
ニ
ュ
ー
ス
を
み
て
い
る
と
、「
安
全
」

や「
安
心
」よ
り
も「
危
険
」や「
不
安
」の

ほ
う
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
や
す
い
。
そ
の

結
果
、
福
島
県
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ス
イ
メ

ー
ジ
が
拡
散
さ
れ
て
い
く
よ
う
な
気
が
し

て
な
ら
な
い
。

福
島
県
産
農
産
物
に
対
す
る
風
評
に
立

ち
向
か
い
、「
安
全
」と「
安
心
」を
築
き

上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
生
産
者
、
県
民
の

姿
を
積
極
的
に
発
信
し
、
科
学
的
な
知
見

に
基
づ
い
た
正
確
で
分
か
り
や
す
く
、
丁

寧
な
報
道
を
肝
に
銘
じ
た
い
。



No.574　2017.12.10　日本記者クラブ会報⃝ 18

書いた話　書かなかった 話

ソ
連
・
東
欧
の
崩
壊
と
冷
戦
の
終
結
が

も
た
ら
し
た
世
界
的
大
変
動
の
一
端
を
、

筆
者
は
朝
日
新
聞
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
局
員

と
し
て
米
国
で
取
材
し
た
。
基
地
閉
鎖
、

軍
需
産
業
の
縮
小
、
そ
し
て「
平
和
の
配

当
」論
の
盛
り
上
が
り
だ
っ
た
。

１
９
９
０
年
代
初
頭
の
米
国
で
は
、
冷

戦
が
つ
い
に
終
わ
っ
た
と
い
う
安
堵
感
と
、

経
済
の
先
行
き
へ
の
不
安
が
交
錯
し
た
。

バ
ブ
ル
経
済
が
は
じ
け
た
後
の
不
況
で
金

融
界
か
ら
自
動
車
産
業
に
至
る
ま
で
、
労

働
者
の
解
雇
が
広
が
っ
て
い
た
の
だ
。

◆
日
本
と
ド
イ
ツ
が
勝
っ
た

「
冷
戦
が
終
わ
り
、
日
本
と
ド
イ
ツ
が

勝
っ
た
」と
い
う
ジ
ョ
ー
ク
す
ら
流
れ

た
。
イ
ラ
ク
に
よ
る
ク
ウ
ェ
ー
ト
侵
攻
に

始
ま
る
湾
岸
戦
争
が
あ
り
、
世
界
平
和
へ

の
道
も
平
坦
で
は
な
い
と
思
い
知
ら
さ
れ

た
。
だ
が
、
と
に
か
く
冷
戦
が
終
わ
っ
た

の
だ
か
ら
、
軍
事
費
の
桎し

っ

梏こ
く

が
解
か
れ
て

世
界
が
よ
り
安
全
で
豊
か
な
も
の
に
な
る

だ
ろ
う
と
の
期
待
が
膨
ら
ん
で
い
っ
た
。

「
平
和
の
配
当
」と
い
う
言
葉
が
、
そ
ん

な
時
代
を
象
徴
し
た
。

冷
戦
後
の
米
国
と
世
界
経
済
の
行
方
に

つ
い
て
経
済
学
者
に
話
を
聞
く
こ
と
が
重

要
な
仕
事
に
な
っ
た
。
下
手
な
英
語
で
質

問
を
繰
り
出
す
筆
者
に
辛
抱
強
く
答
え
て

く
れ
た
人
々
の
言
葉
を
、
感
謝
の
念
と
と

も
に
思
い
出
す
。

「
ア
ブ
ソ
ル
ー
ト
リ
ー
」と
、
楽
し
げ

な
声
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
た
の
は
、

ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
73
年
に
受
け
た
ワ

シ
リ
ー
・
レ
オ
ン
チ
ェ
フ
教
授
だ
っ
た
。

90
年
か
ら
91
年
に
か
け
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
大
学
の
研
究
室
や
別
荘
で
何
度
か
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
た
。
ロ
シ
ア
の
大
学
教
授
の

息
子
に
生
ま
れ
、
10
代
半
ば
の
頃
、
革
命

政
権
に
反
対
す
る
デ
モ
に
参
加
し
た
と

か
、
故
郷
の
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
で

レ
ー
ニ
ン
を
見
か
け
た
と
も
語
っ
た
。
ソ

連
は「
ス
タ
ー
リ
ン
型
指
令
経
済
」で
、

そ
の
崩
壊
に
よ
っ
て「
人
々
が
つ
い
に
自

由
に
な
っ
た
」と
喜
ん
だ
。

◆
軍
事
費
を
教
育
や
研
究
開
発
に

米
国
の
未
来
に
つ
い
て
は「
冷
戦
が
終

わ
っ
た
の
だ
か
ら
、
軍
備
に
充
て
て
き
た

支
出
を
減
ら
せ
る
。
そ
の
分
を
教
育
や
研

究
開
発
に
振
り
向
け
れ
ば
、
経
済
再
生
に

つ
な
が
る
。
そ
れ
が
平
和
の
配
当
だ
」と

語
っ
た
。

彼
の
別
荘
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
北

へ
車
で
約
３
時
間
か
か
る
風
光
明
媚
な
保

養
地
に
あ
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
後
に
村
の

レ
ス
ト
ラ
ン
で
一
緒
に
ラ
ン
チ
を
食
べ
な

が
ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
。
ハ
ー
バ

ー
ド
大
学
の
教
員
時
代
、
技
術
革
新
や
創

造
的
破
壊
で
有
名
な
ヨ
ー
ゼ
フ
・
シ
ュ
ン

ペ
ー
タ
ー
が
親
切
に
し
て
く
れ
た
と
語

り
、「
彼
の
墓
が
こ
の
村
に
あ
っ
て
ね
。

そ
こ
へ
行
く
か
い
？
」
と
誘
っ
て
く
れ

た
。シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
墓
の
脇
に
立
ち
、

「
私
も
こ
こ
に
埋
め
て
も
ら
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
の
さ
」と
満
足
そ
う
に
ほ
ほ
笑

ん
だ
レ
オ
ン
チ
ェ
フ
は
、
今
あ
の
場
所
で

眠
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

70
年
に
米
国
人
と
し
て
初
の
ノ
ー
ベ
ル

経
済
学
賞
を
受
賞
し
、
著
書『
経
済
学
』

が
大
学
教
科
書
と
し
て
も
使
わ
れ
る
な
ど

世
界
的
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
ポ
ー

ル
・
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
教
授
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
し
た
の
は
、
90
年
か
ら
92
年
に
か
け

て
の
こ
と
だ
っ
た
。
場
所
は
、
ボ
ス
ト
ン

の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
の
研
究

室
な
ど
。
日
本
の
政
治
状
況
な
ど
を
い
つ

も
聞
き
た
が
る
、
お
せ
っ
か
い
な
ほ
ど
親

切
な
ひ
と
で
、
蝶
ネ
ク
タ
イ
が
ユ
ー
モ
ラ

ス
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
た
。

「
平
和
の
配
当
」
論
に
思
う

　冷
戦
終
結

　米
経
済
学
者
た
ち
の
伝
言

�

小
此
木

　潔

おこのぎ・きよし
1952年生まれ　75年朝日新聞社
入社　ニューヨーク支局員　静
岡支局長　東京経済部長　論説
副主幹　編集委員を経て　2014
年から上智大学文学部新聞学科
教授　著書に『消費税をどうす
るか』（岩波新書）『財政構造改革』
（同）など　監訳書に『危機と決
断　前FRB議長ベン・バーナン
キ回顧録（上下巻）』（角川書店）
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◆
経
済
再
生
と
成
長
へ

92
年
秋
、
筆
者
が
帰
国
す
る
少
し
前
に

ボ
ス
ト
ン
で
取
材
し
た
と
き
、
彼
は「
世

界
経
済
が
低
成
長
に
入
っ
た
時
期
に
冷
戦

が
終
わ
っ
た
こ
と
は
幸
運
だ
っ
た
。
軍
事

に
用
い
て
い
た
資
金
や
資
源
を
経
済
の
再

生
や
成
長
の
た
め
に
使
え
る
」と
語
っ

た
。
飛
行
機
が
空
港
を
飛
び
立
ち
、
眼
下

の
美
し
い
街
並
み
が
ぐ
ん
ぐ
ん
遠
ざ
か
る

瞬
間
、「
彼
の
話
は
も
う
聞
け
な
く
な
る

の
か
」と
寂
し
さ
に
襲
わ
れ
た
。

だ
が
２
０
０
８
年
秋
、
世
界
経
済
が
大

恐
慌
以
来
の
危
機
に
陥
っ
た
時
の
米
国
出

張
で
、彼
に
４
度
目
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す

る
機
会
を
得
た
。
金
融
技
術
を
駆
使
し
た

高
利
回
り
商
品
を
世
界
が
過
信
し
て
バ
ブ

ル
を
膨
ら
ま
せ
、そ
の
崩
壊
で
苦
し
む
さ
ま

を「
悪
魔
的
で
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の

よ
う
な
金
融
工
学
の
モ
ン
ス
タ
ー
が
、人
々

の
心
の
目
を
ふ
さ
い
だ
」「
規
制
を
緩
和
し

す
ぎ
た
資
本
主
義
は
、
壊
れ
や
す
い
花
の

よ
う
な
も
の
で
、自
ら
滅
び
か
ね
な
い
」と

喝
破
し
た
。
こ
の
と
き
筆
者
は
サ
ミ
ュ
エ

ル
ソ
ン
教
授
ら
の
発
言
を
収
め
た『
大
恐

慌
を
見
た
経
済
学
者
11
人
は
ど
う
生
き
た

か
』（
邦
題
）と
い
う
著
作
を
持
参
し
て
い

た
の
で
、
別
れ
際
に
サ
イ
ン
し
て
も
ら
っ

た
。ノ

ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
80
年
に
受
け
た

ロ
ー
レ
ン
ス
・
ク
ラ
イ
ン
教
授（
ペ
ン
シ

ル
ベ
ニ
ア
大
）は
92
年
夏
、
筆
者
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
申
し
込
み
に
、「
ロ
ー
ド
ア
イ

ラ
ン
ド
の
別
荘
に
来
て
は
ど
う
か
」と
返

事
を
く
れ
た
。
教
授
と
奥
さ
ん
の
笑
顔
に

迎
え
ら
れ
、コ
ー
ヒ
ー
が
お
い
し
か
っ
た
。

「
減
税
策
は
、
富
裕
層
と
貧
困
層
の
不

平
等
を
拡
大
し
て
し
ま
う
」「
税
制
の
手
直

し
で
貧
富
の
差
を
縮
小
す
る
に
は
、
む
し

ろ
累
進
性
の
強
化
が
有
効
だ
」と
述
べ
た

が
、
そ
れ
は
現
代
の
ト
マ
・
ピ
ケ
テ
ィ
教

授（
パ
リ
経
済
学
校
）に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
見
解
で
あ
る
。「
軍
事
支
出
は
非
生

産
的
だ
。
国
内
総
生
産（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）に
計

上
さ
れ
る
が
、
そ
の
創
出
に
は
役
立
た
な

い
」と
し
、
米
国
の
軍
事
支
出
を
20
％
ほ

ど
減
ら
す
べ
き
だ
と
語
っ
た
。

経
済
学
者
た
ち
の
こ
う
し
た「
平
和
の

配
当
」論
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
マ
ク
ナ
マ
ラ

元
米
国
防
長
官
と
も
共
鳴
し
た
。
91
年
９

月
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
事
務
所
で
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
し
た
際
、
元
長
官
は
冷
戦
後
の
世
界

の
安
全
保
障
に
つ
い
て
、「
大
国
間
の
戦

争
の
危
険
は
、
無
視
で
き
る
ほ
ど
小
さ
く

な
る
」と
言
い
、
米
国
の
軍
事
費
に
関
し

て
は「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
を
89
年
の
水
準
か
ら

６
、
７
年
で
半
減
さ
せ
、
３
％
に
す
べ
き

だ
」「
浮
い
た
資
金
を
財
政
赤
字
削
減
や
国

内
の
社
会
問
題
解
決
、
途
上
国
支
援
に
向

け
れ
ば
、
平
和
の
配
当
を
享
受
で
き
る
」

と
力
説
し
た
。「
冷
戦
が
終
わ
っ
た
以
上
、

国
民
は
大
統
領
に
防
衛
費
削
減
を
求
め
続

け
る
の
で
、
流
れ
は
変
わ
ら
な
い
」と
も

語
っ
た
の
で
あ
る
。

同
年
12
月
、
国
連
本
部
で
彼
に
再
び
話

を
聞
い
た
。「
世
界
の
軍
事
予
算
は
年
間

総
額
約
８
０
０
０
億
ド
ル
だ
が
、
こ
れ
を

約
７
年
で
４
０
０
０
億
ド
ル
ま
で
削
減

し
、
経
済
社
会
の
発
展
に
回
す
べ
き
だ
」

と
、
世
界
軍
縮
を
論
じ
た
。

◆
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
で
成
果

90
年
代
の
湾
岸
戦
争
は
米
軍
の
圧
倒
的

な
強
さ
を
示
し
、
兵
士
た
ち
の
凱
旋
パ
レ

ー
ド
が
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
あ
っ
た
。だ
が
、

ユ
ー
フ
ォ
リ
ア（
陶
酔
状
態
）は
一
瞬
で

消
え
、「
問
題
は
経
済
を
立
て
直
す
こ
と

だ
」と
い
う
意
識
が
米
国
民
の
間
に
広
が

っ
た
。
そ
こ
を
ズ
バ
リ
と
突
い
た
選
挙
戦

略
を
採
用
し
た
の
が
92
年
大
統
領
選
に
挑

ん
だ
ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
氏
だ
っ
た
。ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
開
い
た
民
主
党
大
会
は
同
氏

を
指
名
す
る
と
と
も
に
、
選
挙
綱
領
で「
ワ

シ
ン
ト
ン
の
脳
死
政
治
を
転
換
す
る
」と

宣
言
し
、政
府
の
力
で
失
業
の
克
服
や
経
済

再
生
に
取
り
組
む
方
針
を
打
ち
出
し
た
。

実
際
、
そ
の
後
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
政

策
で
米
国
は「
平
和
の
配
当
」を
あ
る
程

度
享
受
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
89
年
度
に

約
３
０
０
０
億
ド
ル
で
米
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

５
・
９
％
を
占
め
て
い
た
国
防
費
は
、
96

年
度
に
は
約
２
６
０
０
億
ド
ル
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
３
・
６
％
に
ま
で
下
が
っ
た
の
だ
っ
た
。

ク
リ
ン
ト
ン
政
権
は
こ
れ
に
よ
る「
平

和
の
配
当
」を
主
に
財
政
赤
字
削
減
に
つ

な
げ
、
市
場
金
利
の
引
き
下
げ
を
通
じ
て

米
国
経
済
の
成
長
力
回
復
に
貢
献
し
た
。

医
療
保
険
の
充
実
案
が
強
い
抵
抗
に
さ
ら

さ
れ
、
歳
出
面
で
の
改
革
は
不
十
分
だ
っ

た
が
、
そ
れ
で
も「
平
和
の
配
当
」が
あ

る
程
度
は
実
現
し
、
享
受
さ
れ
た
時
代
が

あ
っ
た
こ
と
は
改
め
て
評
価
さ
れ
て
よ
い

と
思
う
。

２
０
０
１
年
９
月
11
日
の
テ
ロ
を
契
機

に
ア
フ
ガ
ン
戦
争
、イ
ラ
ク
戦
争
が
起
き
、

「
戦
争
と
テ
ロ
の
時
代
」を
前
に「
平
和
の

配
当
」論
は
影
を
ひ
そ
め
た
。
世
界
と
米

国
の
軍
事
費
は
、
90
年
代
に
比
べ
る
と
そ

れ
ぞ
れ
約
２
倍
に
も
膨
ら
ん
で
し
ま
っ

た
。
ア
ジ
ア
で
は
北
朝
鮮
の
核
ミ
サ
イ
ル

開
発
で
緊
張
が
高
ま
り
、
米
国
の
研
究
機

関
は
北
が
戦
争
で
核
を
使
っ
た
場
合
の
日

韓
に
お
け
る
被
害
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ま

で
発
表
し
た
ほ
ど
だ
。

韓
国
で
核
武
装
論
が
台
頭
し
、
日
本
も

中
国
も
米
国
も
軍
事
力
強
化
路
線
を
と

る
。
こ
う
い
う
流
れ
が
続
け
ば
、
世
界
が

軍
拡
競
争
の
ワ
ナ
に
は
ま
り
こ
ん
で
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
。
危
う
い
時
代
で
あ
れ

ば
こ
そ
、
軍
縮
と
非
核
化
を
進
め
、「
平

和
の
配
当
」に
よ
っ
て
安
全
で
豊
か
な
世

界
を
つ
く
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
だ
、

と
懐
か
し
い
人
々
が
今
も
語
り
か
け
て
く

る
よ
う
な
気
が
す
る
。
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リレーエッセ ー

反
骨
の
刑
法
学
者
　団
藤
重
光
さ
ん

河
野

　俊
史（
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン
新
聞
社
）

邦
最
高
裁
の
内
幕
を
つ
づ
っ
た『
ブ
レ
ザ

レ
ン
』と
い
う
本
が
話
題
に
な
っ
て
い

た
。
日
本
版
の
ブ
レ
ザ
レ
ン
に
挑
戦
し
よ

う
と
、
退
官
し
た
判
事
や
調
査
官
を
訪
ね

歩
く
中
で
出
会
っ
た
の
が
、
リ
ベ
ラ
ル
派

で
知
ら
れ
た
団
藤
さ
ん
だ
っ
た
。

テ
ー
マ
の
一
つ
が
大
阪
空
港
騒
音
公
害

訴
訟
だ
っ
た
。
周
辺
住
民
が
午
後
９
時
以

降
の
飛
行
差
し
止
め
と
損
害
賠
償
を
求
め

「
百
年
に
一
度
の
大
裁
判
」と
い
わ
れ
た

事
件
。
最
高
裁
大
法
廷
は
81
年
、
飛
行
差

し
止
め
を
認
め
た
二
審
・
大
阪
高
裁
判
決

を
破
棄
し
、「
差
し
止
め
却
下
」の
門
前

払
い
で
住
民
側
請
求
を
退
け
て
い
た
。

団
藤
さ
ん
は
当
時
、
差
し
止
め
を
認
め

る
反
対
意
見
を
表
明
し
た
４
人
の
判
事
の

一
人
だ
っ
た
。
評
議
の
秘
密
と
学
者
の
良

心
の
狭
間
で
、
団
藤
さ
ん
は
多
く
の
こ
と

を
示
唆
し
て
く
れ
た
。
他
の
最
高
裁
関
係

者
へ
の
取
材
と
重
ね
合
わ
せ
、
舞
台
裏
が

見
え
て
き
た
。
①
大
法
廷
判
決
の
３
年
余

り
前
の
78
年
に
は
審
理
を
担
当
し
て
い
た

第
一
小
法
廷
で「
差
し
止
め
容
認
」で
結

論
が
固
ま
り
、
い
つ
で
も
判
決
が
出
せ
る

状
態
だ
っ
た
。
②
と
こ
ろ
が
、
当
時
の
岡

原
昌
男
長
官
か
ら「（
全
判
事
で
構
成
す

る
）大
法
廷
へ
回
し
て
は
ど
う
か
」と
の

意
向
が
伝
え
ら
れ
た
。
憤
慨
し
た
判
事
も

い
た
が
、
事
件
は
大
法
廷
に
回
付
さ
れ
、

最
終
的
に
結
論
が
覆
っ
た
。

小
法
廷
で
判
決
が
出
さ
れ
て
い
れ
ば
、

そ
の
後
の
公
害
裁
判
の
流
れ
は
一
変
し
て

い
た
か
も
し
れ
な
い
。「
許
さ
れ
る
限
り
、

国
民
生
活
に
な
る
べ
く
近
づ
け
る
よ
う
に

法
を
解
釈
し
て
い
く
。
そ
れ
が
裁
判
所
の

当
然
の
任
務
の
は
ず
」。
団
藤
さ
ん
は
残

念
そ
う
だ
っ
た
。

文
京
区
弥
生
の
ご
自
宅
、
さ
ら
に
は
静

養
中
の
別
荘
に
ま
で
押
し
掛
け
た
。
団
藤

さ
ん
の
随
筆
に
司
法
記
者
の
Ｋ
君
と
し
て

私
が
登
場
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
足
し
げ

く
通
っ
た
の
が
印
象
に
残
っ
た
の
だ
ろ
う
。

あ
の
こ
ろ
、
団
藤
さ
ん
は
急
速
に「
死

刑
廃
止
論
者
」に
傾
斜
し
て
い
っ
た
。「
過

去
に
無
実
の
罪
で
処
刑
さ
れ
た
人
が
い

た
可
能
性
が
あ
り
、
明
治
時
代
以
来
、

そ
の
数
は
わ
ず
か
で
は
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
そ
れ
を
思
う
だ
け
で
胸
が

痛
む
」。
そ
う
繰
り
返
し
語
っ
て
い
た
。

第
一
小
法
廷
に
所
属
し
て
い
た
当

時
、
団
藤
さ
ん
は「
疑
わ
し
き
は
被
告

人
の
利
益
に
」と
い
う
刑
事
裁
判
の
原

則
が
再
審
請
求
の
場
合
に
も
適
用
さ
れ

る
と
し
た
白
鳥
決
定（
75
年
）に
も
関

与
し
た
。
以
後
、
死
刑
囚
が
再
審
で
無

罪
と
な
る
ケ
ー
ス
が
相
次
い
だ
。

「
死
刑
事
件
に
お
け
る
事
実
認
定
の

重
み
と
い
う
も
の
を
痛
切
に
味
わ
わ
さ

れ
た
」と
団
藤
さ
ん
は
振
り
返
っ
た
。

そ
れ
だ
け
に
自
ら
裁
判
記
録
を
熟
読
し

た
。
評
議
の
席
上
、
う
っ
か
り
居
眠
り

を
し
、
同
僚
判
事
に
起
こ
さ
れ
る
と

「
朝
の
４
時
ま
で
記
録
を
読
ん
で
し
ま

っ
て
」と
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
謝
っ
た

と
い
う
逸
話
も
残
る
。

２
０
１
２
年
６
月
、
団
藤
さ
ん
は
98

歳
の
生
涯
を
全
う
し
た
。
最
後
ま
で
反

骨
の
人
だ
っ
た
。

（
か
わ
の
・
と
し
ふ
み
　
代
表
取
締
役
社
長
）

次
号
は
岸
本
卓
也
さ
ん（
下
野
新
聞

社
）に
バ
ト
ン
が
渡
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
芸
能
人
の
話
で
は

な
い
こ
と
を
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
。

毎
日
新
聞
の
社
会
部
記
者
だ
っ
た
こ
ろ

の
思
い
出
で
あ
る
。

元
最
高
裁
判
事
で
東
大
名
誉
教
授

（
刑
事
法
）の
団だ

ん

藤ど
う

重し
げ

光み
つ

さ
ん
の
も
と
に

通
っ
た
の
は
30
年
近
く
も
前
の
こ
と

だ
。
日
本
の
裁
判
所
制
度
が
１
９
９
０

年
11
月
に
百
周
年
を
迎
え
た
際
、「
検

証
・
最
高
裁
判
所
」と
い
う
連
載
を
担

当
し
た
。
国
の
か
た
ち
や
人
権
に
関
わ

る
重
要
な
司
法
判
断
で
も
、
個
々
の
事

件
の
判
決
や
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
は「
評

議
の
秘
密
」の
壁
に
阻
ま
れ
て
公
に
な

る
こ
と
は
少
な
い
。
石
の
砦
の
よ
う
な

最
高
裁
の
中
で
、
判
事
や
調
査
官
た
ち

が
ど
ん
な
議
論
を
し
、
合
意
の
形
成
に

ど
ん
な
力
学
が
働
い
て
い
る
の
か
。
そ

ん
な
イ
ン
サ
イ
ド
ス
ト
ー
リ
ー
を
描
い

て
み
た
か
っ
た
。

米
国
で
は
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件

の
報
道
で
知
ら
れ
る
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ

ス
ト
紙
の
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド
記
者
が
米
連

晩年まで死刑廃止を訴え続けた
（2008年2月/毎日新聞社提供）
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２
０
１
８
年
度
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
・

特
別
賞
の
募
集
が
始
ま
り
ま
し
た
。
締
め

切
り
は
来
年
１
月
31
日（
水
）必
着
で
す
。

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
は「
ク
ラ
ブ
会

員
、
ま
た
は
法
人
会
員
に
属
す
る
個
人
」

を
対
象
と
し
た
賞
で
、
創
設
以
来
40
年
を

越
え
る
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、12
年
に
創
設
さ
れ
た
特
別
賞
は
、

原
則
と
し
て「
ク
ラ
ブ
会
員
、
会
員
社
以

外
」の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
活
動
を
顕
彰
し

ま
す
。
た
だ
し
、
会
員
社
の
取
材
班
・
番

組
班
な
ど
チ
ー
ム
と
し
て
の
業
績
も
対
象

と
な
り
ま
す
。

ク
ラ
ブ
会
員
で
あ
れ
ば
両
賞
と
も
推
薦

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
特
別
賞
に
つ
い
て

は
、
会
員
で
な
く
て
も
日
本
新
聞
協
会
お

よ
び
日
本
民
間
放
送
連
盟
に
属
す
る
方
で

あ
れ
ば
、
推
薦
で
き
ま
す
。

両
賞
は「
プ
ロ
が
選
ぶ
ベ
ス
ト
プ
ロ
」

に
与
え
ら
れ
る
賞
と
し
て
日
本
の
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
の
高
い
水
準
と
業
績
を
示
す
も

の
で
あ
り
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
公
益
目

的
事
業
で
も
あ
り
ま
す
。
両
賞
の
候
補
者

を
積
極
的
に
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

＊

●
選
考
基
準（
賞
内
規
か
ら
）

〈
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
〉

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
・
特
別
賞
の

候
補
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い

①
現
役
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
個
人
に
与
え
ら
れ

る
賞
で
あ
る（
現
役
と
い
う
意
味
は
現
に
活

動
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
故
人
は
対
象
と

し
な
い
）。

②
ス
ク
ー
プ
賞
で
は
な
く
、
特
に
最
近
数
年

間
の
業
績
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
が
重
視
さ
れ

る
。

③
そ
の
存
在
お
よ
び
業
績
が
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
の
活
性
化
と
成
熟
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与

え
る
よ
う
な
個
人
を
顕
彰
す
る
。

＊

両
賞
と
も
推
薦
者
は
所
定
の
用
紙
で
、

推
薦
理
由（
２
０
０
０
字
以
内
）と
参
考

資
料
を
添
え
て
提
出
願
い
ま
す
。
推
薦
書

は
ク
ラ
ブ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
詳
細
は
事
務
局
の
本

庄（
０
３
－
３
５
０
３
－
２
７
５
４
）へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
特
別
賞
〉

①
特
別
賞
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
向
上
と
発

展
に
つ
な
が
る
特
筆
す
べ
き
業
績
や
活
動
を

幅
広
く
顕
彰
す
る
。

②
個
人
で
も
、
取
材
報
道
チ
ー
ム
・
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
団
体
で
も
特
別
賞
の
対
象
に
な

る
。
原
則
と
し
て
本
ク
ラ
ブ
の
会
員（
個
人
、

法
人
）以
外
を
対
象
と
す
る
が
、
特
定
の
取

材
班
・
番
組
班
な
ど
チ
ー
ム
と
し
て
の
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
活
動
に
つ
い
て
は
会
員
あ
る
い

は
会
員
社
で
も
対
象
か
ら
排
除
し
な
い
。

③
活
動
の
場
が
日
本
国
内
か
国
外
か
、
日
本

人
か
外
国
人
か
、
現
役
か
故
人
か
は
問
わ
な

い
。
媒
体
の
種
類
も
問
わ
な
い
。

2018年を読む　経済見通し研究会
　年初恒例の「経済見通し研究会」、2018年は全7
回開催します。マクロ分析、働き方改革、技術
革新など、さまざまな角度からお話をうかがい
ます。会見予定とテーマは以下のとおりです（12
月4日現在）。会場はいずれも10階ホールです。
■1月15日（月）15：00 ～ 16：30

松村嘉浩氏「2018年　ついにアベノミクスのウ
ソが露呈する」

■1月17日（水）13：30 ～ 15：00
吉野直行 アジア開発銀行研究所所長「中国経
済とアジア」

■1月17日（水）16：00 ～ 17：30
加藤出 東短リサーチ社長「日銀超緩和策の副
作用と2018年の世界経済」

■1月18日（木）14：30 ～ 16：00
早川英男 富士通総研エグゼクティブ・フェロー

「求められるマクロ政策の枠組み転換」
■1月19日（金）13：30 ～ 15：00

山田久 日本総研調査部理事「2018年労働市場
の課題」

■1月22日（月）14：00 ～ 15：30
渡辺博史 国際通貨研究所理事長「最近の世界
経済の動向―マクロ経済・金融を中心に」

■1月29日（月）14：00 ～ 15：30
伊佐山元 WiL共同創業者、CEO「日本企業と
イノベーション～シリコンバレーの利活用」

■
会
議
報
告

●
第
３
８
８
回
会
報
委
員
会

（
11
・
８
　
大
会
議
室
）

12
月
号
と
明
年
１
月
号
の
編
集
に
つ
い

て
協
議
し
た
。

出
席
　
小
林
委
員
長
、
梅
原
、
高
橋
、
吉

岡
、
勝
沼
、
仙
石
、
大
寺
、
小
池
、
河
野
、

長
友
の
各
委
員
。

●
第
２
２
８
回
施
設
運
営
委
員
会

（
11
・
９
　
小
会
議
室
）

新
委
員
の
林
恭
一
・
日
本
新
聞
協
会
総

務
部
長
が
挨
拶
し
た
後
、
６
月
～
10
月
の

貸
室
の
売
り
上
げ
を
事
務
局
か
ら
報
告
。

年
末
年
始
の
閉
室
期
間
を
決
め
、寄
付
金

の
使
い
方
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

出
席
　
岩
田
委
員
長
、
田
村
、
中
橋
、
林

（
健
）、
林（
恭
）、
有
木
、
新
実
の
各
委
員
。

●
第
４
８
３
回
会
員
資
格
委
員
会

（
11
・
16
　
小
会
議
室
）

12
月
１
日
付
入
退
会
を
審
議
し
、
理
事

会
に
答
申
し
た
。

出
席
　
小
松
委
員
長
、
越
中
、
狐
野
、
山

本
、
神
田
の
各
委
員
。

●
第
４
７
９
回
企
画
委
員
会

（
11
・
21
　
会
見
場
）

新
委
員
の
五
味
洋
治
・
東
京
新
聞
論
説

委
員（
旧
・
山
本
勇
二
氏
）が
挨
拶
し
た

後
、
今
後
の
ゲ
ス
ト
候
補
を
検
討
し
た
。

出
席
　
西
村
委
員
長
、
坪
井
、
上
田
、
倉

重
、
橋
本
、
実
、
山
崎
、
今
井
、
別
府
、

小
川
、
榊
原
、
杉
田
、
川
上
、
木
村
、
五

味
、
瀬
口
、
宮
内
、
島
田
、
竹
田
、
出
川
、

川
戸
、
播
摩
、
川
村
、
福
田
、
ワ
ー
グ
ナ

ー
の
各
委
員
。

ク ラブ賞／経済見通し／会議報告
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　会員としては17年ぶりの復帰となり
ます。学校法人の経営に携わっていま
すが、これを機に社会との接点をより
強固にしたいと思っています。

内
うち

田
だ

　茂
しげ

男
お 1965年日本経済新聞入社。経済解
説部、証券部長、論説委員などを
務め2000年退社。現在、学校法人
千葉学園常務理事・千葉商科大学
名誉教授。

　この国のメルトダウンは、どこまで
行くのか。隠せいを決め込んでいた身
も、孫たちの世を思うと焦ってきます。

木
き

脇
わき

　洋
ひろし

1965年毎日新聞入社。西部報道部
副部長、長崎支局長、西部本社代
表室長などを務め1995年退社。

　定年後も月刊誌の編集を手伝ったり、
大学の非常勤講師をしたりという日々
です。クラブの活動を通じて、研さん
を積んでいければと考えています。

児
こ

玉
だま

　平
ひら

生
お
1981年毎日新聞入社。論説委員、
論説副委員長、紙面審査委員、世
論調査室委員など。現在、毎日
フォーラム編集部委員。

　NHKの社会部や解説委員時代の経験
を生かして大学で防災教育に取り組み
ます。この国の防災の行方に関心を持
ち続けたいと思います。

山
やま

﨑
ざき

　登
のぼる 1976年NHK入局。アナウンサー、

社会部災害班デスク、解説副委員
長などを務め2017年9月退局。現
在、国士舘大学防災・救急救助総
合研究所教授。

新しいOB会員

◆11月に入会した柳博雄です
 第２の記者人生に挑戦中
　一介の記者として2001年５月、当時まで35
年間勤めていた朝日新聞社を卒業。今年7月、
会社から届けられた社内報に目を通して驚い
た。それにはこれまで記憶がない日本記者ク
ラブ会員募集のお知らせが、ページ半分以上
に及んで掲載されていたのである。「第２の記
者人生に挑戦しませんか」。普通なら、一面肩
ニュースで扱われるほどの大きな文字が飛び
込んできた。
　会社卒業後、わたしは最重度パーキンソン
病患者となり、全身が硬直したままだ。原稿は、
朝５時からの数時間を使い携帯で書いている。
　障害に苦しむ側の状況は深刻だ。『私もパー
キンソン病患者です。』（2013年12月／三五館刊）
を書いた頃、難病・障害など福祉制度への高
齢者からの訴えは少なく、周りの理解も欠け
ていた。『老夫婦が壊される』（16年９月／同）
で老老介護の実態を描いたが、福祉三部作の
総括と考えていた『生存権を取り戻せ』（仮題）
は、三五館倒産で出版の夢は消えた。だが、
負けるものか。喜寿の記者の今後の精進を見
てほしい。

　グランディ国連難民高等
弁務官がクラブ会見（11.20）の
席上、UNHCR親善大使に米
国を中心に活動するミュージ
シャンのMIYAVIさん（左）を
任命した。MIYAVIさんは
「15年にレバノンの難民キャンプを訪問以来、
音楽の傾向が変わった。紛争を止めるきっかけ
になるレベルまで自分の音楽を高めたい」と語
った。（関連記事10ページ）

MIYAVIさん、日本人初のUNHCR親善大使に

　「解散前に、ある
アンケートで、安倍
総理にとっては『選
挙は早くやるに越し
たことはない』とは
答えたが、そんな理

屈のつかないことはできないだろうと思ってい
たら、本当に解散してしまった。その後メルマ
ガに『野党がバラバラにならないことを願う』と
書いたらその通りになってしまった」
　「現実味を帯びる憲法改正だが、改憲には野
党第１党の賛成が必要だというのが、自民党を
含めた国会のコンセンサスだった。希望の党では
なく立憲民主党が野党第１党になったことの意
味は大きい。さらに議席を減らした公明党は、自
民党にモノ申す姿勢を示さなければと考えてい
る。改憲はそう簡単ではない」� 11月7日　17人参加

賛助会員の会　坪井ゆづる朝日新聞論説委員

情報発信
　クラブ施設では会員による各種の会合が行われています。
企業や大使館などの賛助会員も記者発表の場としてクラブ
を利用しています。
■千葉商科大学　記者会見
　千葉商科大学の原科幸彦学長が、「自然エネ
ルギー 100％大学」構想の発表会見を行った。こ
の構想は2020年度をめどに、同大学内の消費電
力と同じ量を全て自前の太陽光発電でまかなう
ことを目指すというもの。国内の大学では初の
試み。詳細は大学の公式サイト（http://www.
cuc.ac.jp/）に。（11.13　会見場）

■秋田魁新報「秋田の魅力発信」編集長就任式
　秋田市出身の女優・佐々
木希さん（写真）が秋田魁新
報社「秋田の魅力発信」編
集長に就任。初仕事とし
て、会場で郷土料理「しょ
っつる鍋」の取材に挑戦した。（11.17　会見場）

■日本地域紙協議会　設立25周年記念講演会
　同会は1992年、全国の地域紙が抱える課題を
考える勉強会としてスタートとした。日本新聞
協会の白石興二郎会長（読売新聞グループ本社
会長）による記念講演の後、パーティーも開催
された。（11.21　10階ホール）
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⃝和食レストラン（9階）   ☎3503‒2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503‒2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503‒2724
⃝受　　付   ☎3503‒2721

⃝会員事務   ☎3503‒2727
⃝経　　理   ☎3503‒2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503‒2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

会報委員会クラブの電話　ダイヤルイン

新年会員懇親会は1月19日午後6時から
　新年互礼会員懇親会を１月19日（金）午後6時
から10階ホールで開催します。今年クラブで会
見したゲストも招きます。
　当日は「2017年予想アンケート」の結果発表が
行われます。果たして最高得点を獲得した会員
は？発表をお楽しみに。2018年の予想も当日投
票できます。ぜひご参加ください。

コートのお間違えにご注意ください
　コートを着てクラブへお越しになる方が増える
この時期は、コートの間違いが多くなります。ク
ロークのハンガーに番号札を付けてありますの
で、ご利用の際は番号札の片方を外してお持ち
ください。お帰りの際は、札の番号をお確かめの
うえ、お間違えのないようにお気をつけください。

＜訃報＞
　阪口昭会員（日本経済新聞出身、89歳）が10月
28日、肺炎のため死去されました。ご冥福をお
祈りいたします。

書棚の本　お分けします
　ラウンジの書棚にある会員社や会員の皆さま
からの寄贈書は、スペースに限りがあるため、
一定期間を過ぎた本を定期的に整理しています。
12月18日（月）、19日（火）の２日間、4年以上た
った寄贈書の一部をラウンジでお分けします。

今後の行事予定（12/4現在）

15㊎

15：30 〜 16：45　10階ホール
著者と語る『詩人なんて呼ばれて』
語り手：谷川俊太郎氏、聞き手：尾崎真理子・読売新
聞編集委員

18㊊
15：00 〜 16：00　10階ホール
著者と語る『広辞苑第7版』
平木靖成・岩波書店辞典編集部副部長

22㊎ 18：00 〜 20：00　10階ホール
試写会「はじめてのおもてなし」

2018年
1月
13㊏

13：30 〜 15：52　10階ホール
試写会「デトロイト」

ふぐコースをご利用ください　2月2日まで

　好評のふぐコースを来年２月２日（金）まで提
供しています。刺身、唐揚げ、鍋などふぐづく
しをお楽しみください。お一人5,940円。必ず予
約をお願いします（03-3503-2723）。

年末年始　閉室のお知らせ

　レストラン、ラウンジの年内営業は12月28日
（木）までです。事務局も12月29日（金）から１月
3日（水）まで閉室いたします。新年は１月4日
（木）から平常通りオープンします。

予約電話　和食 3503‒2723　洋食 3503‒2766・2731

和食　師走懐石（12/28まで）

　銀杏豆腐、いわし梅煮、アスパラサーモン巻、
穴子小袖寿司　お椀：すまし仕立て　焼き甘鯛、
舞茸　造り：三点盛り　焼物：ぶりの照り焼き　
煮物：ぜんまい信田巻　揚物：海老の丹波揚げ　
食事：蟹雑炊　水菓子：季節の果物　グラス冷酒
付き（5,400円）� （板長：大井由光）

洋食　季節のおすすめコース（12/28まで）

　鹿肉パテのサラダ添え、オイスターチャウダー
またはポタージュ、オマール海老ポワレ（アメリ
カンソース仕立て）、苺のメルバ、パン、コーヒ
ー付き（3,672円）。ランチ、ディナー（土曜日はラ
ンチのみ９階レストラン）ともにご利用いただけ
ます。� （シェフ：黒須修一）

レストラン＊価格は全て税込みです

●ムガベ・ジンバブエ首相会見（1981.5.19）
　　ジンバブエで約40年にわたって国の実権を
握り続けたムガベ氏が11月21日、国防軍によ
る事実上のクーデターによって辞任しました。
ムガベ氏は同国が独立した翌年の1981年５月、
初代首相として来日し、日本記者クラブで会
見しました。当時57歳。外相、蔵相以下40人
の随員を率いてのアジア歴訪でした。この時
の会見音声を公開しました。

■音声アーカイブ（日付は会見日）重要会見の音声録音

https://www.jnpc.or.jp/HP更新情報
■会見詳録　会見の全文文字記録版
●小池百合子東京都知事・希望の党代表　記者
会見の質疑応答（2017.9.28）
●民進党代表選立候補者討論会　前原誠司、枝
野幸男両氏（2017.8.22）
●記者研修会「震災前の取り組みが全て」今川
悟・宮城県気仙沼市議会議員（2017.8.7）

会員現況 ⃝法人会員：133社　⃝基本会員：744人　⃝個人会員：1,256人
⃝法人・個人賛助会員：61社・135人　⃝特別賛助会員：106人
⃝名誉・功労会員：11人　⃝学生会員：134人 計：194社・2,386人

委員長＝小林　毅
委　員＝梅原　季哉　大寺　廣幸　勝沼　直子
　　　　草間　嘉幸　小池　敏夫　河野　博子
　　　　仙石　伸也　高橋　雅哉　長友佐波子
　　　　吉岡　政道

（事務局：本庄五月　青山幹史）

☎03‒3503‒2754　FAX 03‒3503‒7271

クラブネクタイ　新色が登場
　日本記者クラブのロゴ入り
のネクタイに、新しいデザイ
ンが仲間入りしました。価格
は１本7,204円（税込み）です。
受付横のガラスケースで紹介
しています。贈り物にもご利用ください。プレ
スセンタービルのマークが入った専用のケース
にお入れします。
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バルセロナの街角で、カタルーニャ自治州議会の独立宣言可決を祝う人々　（10月27日/ EPA＝時事）

写 真 回 廊

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
い
る
私
の
友
人
の
一
人
は
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
出
身

で
交
響
楽
団
の
チ
ェ
リ
ス
ト
で
あ
る
。
家
庭
で
は
普
段
カ
タ
ル
ー
ニ

ャ
語
を
使
い
、
私
が
訪
ね
て
行
く
と
ス
ペ
イ
ン
語
で
は
な
く
家
族
全

員
で
英
語
を
話
す
。

　
も
う
一
人
は
ス
ペ
イ
ン
北
西
部
出
身
の
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。

彼
の
家
で
は
ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
。
彼
は
独
立
運
動
の
高
ま
り
に
う

ん
ざ
り
し
て
い
て
、
30
年
以
上
住
み
慣
れ
た
バ
ル
セ
ロ
ナ
を
２
、
３

年
内
に
引
き
払
う
と
い
う
。

　
独
立
支
持
と
不
支
持
の
割
合
は
、
直
近
情
報
で
か
な
り
拮
抗
し
て

き
て
い
る
と
も
い
わ
れ
、
独
立
宣
言
後
の
今
月
21
日
の
州
議
会
選
挙

の
結
果
を
予
測
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
独
立
派
の
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
人
々
を
結
び
付
け
て
い
る
負
の
歴
史

的
紐
帯
は
強
靭
で
あ
る
。
古
く
は
王
位
継
承
戦
争
で
あ
り
、
記
憶
に

新
し
い
の
は
内
戦（
市
民
戦
争
）で
あ
る
。
い
ず
れ
も
カ
タ
ル
ー
ニ

ャ
は
敗
者
と
な
り
、
固
有
の
言
語
や
権
利
を
喪
失
し
た
上
に
、
情
け

容
赦
の
な
い
弾
圧
を
受
け
た
。
マ
ド
リ
ー
ド
中
央
政
府
に
対
す
る

「
怨
念
」が
感
じ
ら
れ
る
。
独
裁
者
の
死
後
、
自
治
憲
章
を
制
定
し

た
が
、
政
治
的
に
か
つ
て
の
独
裁
政
権
の
流
れ
を
く
む
現
政
権
の
政

党
に
訴
え
ら
れ
て
違
憲
判
決
が
下
さ
れ
た
。
判
決
で
は
、
自
治
権
の

根
拠
で
あ
る
歴
史
的
認
識
も
否
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
悲
願
の「
独
立
」を
宣
言
し
て
逮
捕
状
が
出
て
い
る
プ
チ
デ
モ
ン

氏
は
ベ
ル
ギ
ー
に
逃
れ
た
が
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
運
動
を
導
く
次
の

戦
術
を
明
確
に
し
て
い
な
い
。内
戦
の
後
、敗
者
の
自
治
政
府
指
導
層

は
多
数
処
刑
さ
れ
た
が
、21
世
紀
の
今
、自
ら
の
正
当
性
を
裁
判
の
中

で
訴
え
る
道
は
残
さ
れ
て
い
る
。
仮
に
選
挙
で
独
立
派
が
勝
利
し
た

と
し
て
も
、強
硬
な
現
政
権
と
の
対
立
は
解
消
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
は
、
ど
こ
に
行
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

�

（
江
口
　
義
孝
）

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
怨
念
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